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はじめに 
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。 

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に 

  

　 

  

　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点 

少
子
高
齢
化
の
要
因 
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図１ 少子高齢化の要因図

男女の人口アンバランス 

比較優位性による分業の利益の低下 

パラサイトシングルの増加 

男女の出会い・お見合いの減少 

結婚に対する否定的情報の氾濫 

価値観の変化による結婚の相対化 

性別役割分担による結婚の非対称性 

結婚退職による逸失所得の増加 

子育て環境の欠如 

子どもの経済的価値の低下 

機会費用の増加 

経済的将来見通しの悪化 

父親の育児不参加 

育児ネットワークの欠如 

老後の子どもへの依存度の低下 

女性の高学歴化・賃金向上 

生活利便性向上と家事軽減 

親離れの遅れ 

ワークライフバランスの欠如 

支援サービスの欠如 (夜 間 ･ 休  日 ･  病児保育等 )
親子重視の家族観 

職場の理解不足 

家の狭さ等住宅の不適合 

子育てに対する社会の理解の欠如 

生活の高水準 

夫婦出生力の低下 

出生率低下 

非婚化・晩婚化 

死亡率低下による長寿化 

固定的な性別役割分担 

少子 
高齢化 

女性の高学歴化・賃金向上 

経済的将来見通しの悪化 

経済的将来見通しの悪化 

女性の高学歴化・賃金向上 

再就職の難しさ 

出産・子育て・教育費用の増加 

子どもの量から質への価値変化 

子どもの明るい将来が描きにくい 

子育ての困難に関する情報の氾濫 

ワークライフバランスの欠如 

婚外子の少なさ 

就労と子育ての両立の困難 

 *住宅計画に関係する項目やその影響を表す矢印を 
  枠囲み・太線にしている。  

図4　住宅計画に関係する事項と住宅計画の課題

子育て環境の欠如

就労と子育ての両立の困難

家の狭さ等住宅の不適合

支援サービスの欠如
（夜間・休日・病児保育等）

ワークライフバランスの欠如

老年・要介護人口の増加

サービス需要の増加

個人化

多様化
ネットワーク化

子育て環境としての
　　　　　　住宅の検討

多様なワークスタイルに
　　対応した住宅の検討

高齢小規模世帯に
　　対応した住宅の検討

子育て・介護・家事等の
サービス供給の場として
　　　　　の住宅の検討

家族の個人化に対応した
　　　　　　住宅の検討

個人のネットワークに
　　　資する住宅の検討

世帯の小規模化

出典：国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集2008年版、2008、 
　　　厚生労働省大臣官房統計情報部：平成18年簡易生命表より作成 

 

図2　少子高齢化の影響図

ライフサイクルモデルの変化
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護
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● 

● 
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子
ど
も
や
子
育
て
へ
影
響

　　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に

も
大
き
く
寄
与
し
、
若
齢
化
と
高
齢
化
は
相
殺
さ
れ
、

結
果
と
し
て
平
均
寿
命
の
伸
長
は
あ
ま
り
大
き
く
人
口

構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
出
生
率
の
低
下
は
、
年
少
人
口
を
減
ら
す
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。
人
口
高
齢
化
の
最
大
の
要
因
が
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
の
計

算
上
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
主
に
「
非

婚
化
、
晩
婚
化
」
お
よ
び
「
夫
婦
出
生
力
の
低
下
」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
結
婚
行
動
の
変
化
、
つ
ま
り
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
出

生
率
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
低
下
の
最
大
要
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
男
女
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
１
９
７
５

年
頃
よ
り
３
〜
４
歳
向
上
し
、
現
在
で
は
男
性
約
30
歳
、

女
性
約
28
歳
と
な
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率
を
み
て
も
向
上
し
て

お
り
、
非
婚
化
も
進
行
し
て
い
る
。

　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
原
因
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
人
口
統
計
か
ら
み
る
説
明
が
あ
る
。
男
女
の
人

口
に
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
出

生
時
は
女
児
よ
り
男
児
の
出
生
割
合
が
高
い
上
に
、
死

産
や
乳
児
の
死
亡
率
は
低
下
し
、
例
え
ば
平
均
初
婚
年

齢
で
あ
る
28
歳
の
女
性
に
対
し
、30
歳
男
性
は
10
万
人

以
上
多
い
。
実
際
に
、
男
性
の
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率

は
女
性
よ
り
か
な
り
高
い
。

　
次
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
説
明
が
あ
る
。
現
代
で

は
女
性
の
学
歴
が
向
上
し
、
社
会
進
出
が
進
行
し
て
男

女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
家
電
品
や
コ
ン
ビ

ニ
の
存
在
が
家
事
を
軽
減
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
く
て

も
、
男
女
と
も
に
１
人
で
完
結
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性
の
賃
金
の
向
上
に
と

も
な
っ
て
、
結
婚
に
よ
っ
て
退
職
や
休
職
を
し
た
場
合
の

逸
失
所
得
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
会
費
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
視
点
と
し
て
は
、
現
代
日
本
の
状
況
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
い
う
概
念
か
ら
の
説
明
も

あ
る
。
親
元
に
留
ま
り
、
自
ら
の
収
入
レ
ベ
ル
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
保
つ
若
者
は
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
結
婚

生
活
に
期
待
す
る
生
活
水
準
も
高
く
、
結
婚
行
動
が
促
進

さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
近
年
の
経
済
不
況
や
日
本
経
済
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
失
業
者
の
増
加
、
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
は
、
若
者
の
収
入
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
結
婚
行
動

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
な
背
景
か
ら
の
説
明
も
諸
説
あ
る
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
阿
藤
（
※
１
）
は

諸
説
を
概
観
し
た
上
で
、「
強
固
な
性
別
役
割
分
業
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
多
く
の
女
性
が
よ
り
長
期
に
就
学
行
動
を
続

け
、
職
業
役
割
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
婚
に
と
も
な

う
家
庭
役
割
（
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
）
と
の
役
割
葛

藤
が
起
こ
り
、
二
者
択
一
的
状
況
下
で
家
庭
役
割
を
延
期

ま
た
は
放
棄
す
る
女
性
が
増
え
る
た
め
に
未
婚
化
、
少
子

化
が
起
こ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
」
と
紹
介
し
、
同
じ
内
容
の

指
摘
は
こ
の
他
に
も
多
く
あ
る
。

　
そ
し
て
、
若
年
層
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
か
ら
の

説
明
も
あ
る
。
女
性
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
以
外
の
も
の

に
目
を
向
け
、
自
己
実
現
を
は
か
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
結
婚
は
仕
事
や
勉
強
、
自
由
と
い
っ

た
事
柄
と
同
列
に
並
ぶ
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
結
婚
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
前
述
の
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
論
の
社
会
学

的
な
解
釈
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
も
親
子

関
係
を
重
視
す
る
日
本
に
お
け
る
家
族
観
や
、
親
に
尽

く
さ
れ
親
離
れ
が
遅
れ
る
若
者
の
増
加
等
か
ら
の
説
明

も
あ
る
。
そ
の
他
、
世
の
中
に
氾
濫
す
る
結
婚
に
関
す

る
情
報
が
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
が
多
い
こ

と
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
と
も
い

う
べ
き
「
お
見
合
い
」
に
よ
る
縁
組
み
が
減
少
し
、
男
女

の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
―
夫

婦
調
査
（
第
13
回
出
生
動
向
基
本
調
査
）」
に
よ
る
と
、

結
婚
持
続
期
間
15
〜
19
年
の
夫
婦
に
お
け
る
出
生
児
数

（
夫
婦
完
結
出
生
児
数
）
は
、
２
・
09
人
と
な
っ
て
お
り
、

１
９
７
２
年
以
降
、
初
め
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
夫
婦
に
た
ず
ね
た
平
均
理
想
子
ど
も
数
は
、
初

め
て
２
・
５
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
平
均
予
定
子
ど
も

数
も
、
前
回
調
査
を
下
回
る
２
・
11
人
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
子
ど
も
数
が
理
想
子
ど
も
数
を
下
回
る
の
は
35
・

３
％
の
夫
婦
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
ト
ッ
プ
で
65
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
）。
つ
い
で
「
高
年
齢

で
生
む
の
が
い
や
だ
か
ら
」
が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
「
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

い
」「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
」
が
21
・
６
％
、17
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、「
健
康
上
の
理
由
」「
欲
し
い
け

れ
ど
で
き
な
い
」
が
16
・
９
％
、16
・
３
％
で
そ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
次
に
「
家
が
狭
い
か
ら
」15
％
、「
夫
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
」13
・
８
％
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社

会
環
境
で
は
な
い
か
ら
」13
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
生
行
動
の
変
化
の
経
済
的
な
説
明
で
は
、
出
産
や

子
育
て
の
直
接
費
用
・
機
会
費
用
（
間
接
費
用
）
の
増
大

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　『
平
成
17
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
大
卒
の
女

性
標
準
労
働
者
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
定
年
（
60

歳
）
ま
で
勤
務
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
２
人
の
子
ど
も

を
産
ん
で
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
同
一
企
業
に
復
職

し
た
場
合
の
逸
失
所
得
は
１
９
１
０
万
円
、
第
１
子
出
産

を
機
に
退
職
し
第
２
子
出
産
後
６

年
を
経
過
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
２

億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
か
か
る
直
接
費
用
は
１

人
目
で
１
３
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
（
※
２
）
は
、「『
子
ど
も

は
自
分
で
は
産
ま
ず
（
つ
く
ら
ず
）、

他
人
に
産
ん
で
育
て
て
も
ら
う
。
そ

し
て
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
産
ん

で
育
て
た
子
ど
も
に
年
金
等
で
面

倒
を
み
て
も
ら
う
』
―
結
果
的
に
、

こ
れ
が
今
も
っ
と
も
ラ
ク
で
あ
り
、

ト
ク
な
選
択
で
あ
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　
社
会
的
背
景
か
ら
の
説
明
で
は
、

ま
ず
子
育
て
環
境
、
就
労
と
育
児
の

両
立
で
き
る
環
境
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。
課
題
は
保
育
園
の
待
機

児
童
数
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
病
児

保
育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
も
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
実
際
に
は

両
親
の
親
に
よ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
母
親

の
就
労
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
を
預
け
な
が
ら
働
く
雇
用

者
に
対
す
る
職
場
の
理
解
も
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

場
合
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か

ら
の
説
明
で
あ
る
。
日
本
で
は
家
族
内
で
の
性
別
役
割

分
担
の
意
識
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
働
く
母
親
は
、
仕

事
に
加
え
家
事
と
子
育
て
を
孤
立
無
援
で
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

『
平
成
19
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
父
親
の
育

児
参
加
の
無
い
場
合
、
有
る
場
合
と
比
べ
て
妻
の
出
産

意
欲
が
低
い
と
い
う
相
関
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
就
業

の
継
続
や
自
己
実
現
を
望
む
女
性
に
と
っ
て
、
子
ど
も

を
産
む
と
い
う
選
択
を
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
後
の
子
ど
も
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
、
家
が
狭
い
な
ど
の
住
宅
の
課
題
、
社
会

情
勢
に
不
安
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
が
持
ち

に
く
い
こ
と
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
希
薄
と
な
り
、
親
が
子
育
て
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理
し
、
図
１
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ン
チ
ャ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
深
く
住
宅
や
住
環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
、「
子
育

て
環
境
の
欠
如
」
と
「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
困
難
」

で
あ
る
。
図
１
よ
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
に
影
響
し
て
い

る
小
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
住
宅
計
画
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、「
家
の
狭
さ
等
住
宅
の
不
適
合
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
仕

事
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
近
年
の
状
況

を
考
え
る
と
、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
（
夜
間
・
休
日
・

病
児
保
育
等
）」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
」

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
労
働
力
人
口
の
低
下
が
あ

げ
ら
れ
る
。
永
瀬
（
※
３
）
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
（
２
０
０
２
）
の
中
位
推

計
値
と
、
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
を
用
い
て
、
将
来
の
労
働
・
非
労
働
力
人

口
を
予
測
し
、
出
生
率
回
復
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
労

働
力
人
口
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
か
ら
、
出
生
率
回
復
の
政
策
は
、
現
在
の
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
影
響
す
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
も
の

で
な
け
れ
ば
２
０
４
０
年
時
点
で
有
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
２
０
４
０
年
の
労
働
力
構
成
に
実
際
に
影
響
を

与
え
る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
出
生
行
動
の
変
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、

か
な
り
楽
観
的
な
見
か
た
か
ら
悲
観
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
が
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
諸
説
を
み
る
限
り
、

諸
策
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
限
り
、
あ
ま
り
楽
観
的

な
見
か
た
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
八

代
（
※
２
）
は
、
子
ど
も
は
社
会
に
と
っ
て
、
将
来
の
生
産

活
動
を
支
え
る
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

者
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
供
給
の

減
少
は
、
投
資
や
貯
蓄
を
減
ら
し
、
人
口
１
人
当
た
り
で

み
た
場
合
で
も
、
所
得
の
向
上
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因

と
な
る
と
し
て
い
る
。
青
木
・
蓬
田
（
※
１
）
は
、
人
口
が
減

少
し
た
場
合
、
国
の
経
済
規
模
が
減
少
す
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
所
得
も
、
か
な
り
の
技

術
進
歩
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
年
金
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
く
、
医
療
費
や
税
な
ど
も
含
め
て
国
民
負
担
の
大
き

な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
負
担
の
増
加

は
、
子
育
て
期
の
若
年
世
帯
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
少

子
化
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
勤

労
意
欲
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
感
の
低
下
を

生
起
し
、
経
済
社
会
の
安
定
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
介
護
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

性
別
・
年
齢
ご
と
の
要
介
護
発
生
率
が
将
来
も
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
る
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
の
変
化
を
計
算
す

る
と
、
前
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
は
数
十
年
後
も
あ

ま
り
変
化
せ
ず
４
％
足
ら
ず
で
あ
り
、
多
く
が
健
常
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
と
も
な
い
年
齢
構
造
が
変
わ

る
た
め
、
要
介
護
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
５

０
年
で
は
約
３
割
が
要
介
護
者
と
な
る
。

　
地
域
社
会
の
姿
も
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化

に
よ
り
地
域
社
会
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
行
す

る
。
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
、

労
働
力
が
減
少
し
地
域
経
済
が
衰
退
す
る
こ
と
、
そ
の

結
果
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
人
口
が
流
出
し
、
さ
ら
な
る

過
疎
化
・
少
子
化
が
進
行
し
、
地
域
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
と
は
、
あ
る
一
定
範
囲
の
広
が
り
の
中
で

成
立
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
同
体
と
と
も
に
、
そ
の
伝

統
・
文
化
も
消
失
す
る
。
ま
た
、
共
同
体
が
維
持
す
べ
き

生
活
に
必
要
な
機
能
、
例
え
ば
医
療
や
教
育
、
防
犯
な

ど
の
社
会
的
な
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
医
療
や
教
育
は
、
す
で
に
集
約
化
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
家
か
ら
小
学
校
ま
で
歩
い
て
２
時

間
も
か
か
る
と
な
れ
ば
通
え
な
い
。
医
療
の
集
約
化
は
、

遠
方
患
者
の
切
り
捨
て
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
都
道
府
県
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
19
年
５
月
推
計
）
に
よ
る
都
道
府

県
ご
と
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
、
特

に
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
は
少
子
化
と
と
も
に
、
人
口
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
少
子
化
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
は
、
子
ど
も
が

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を
も
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
進
行
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
の
接
触

経
験
の
少
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
を
産
む
母
親
も
増
加
す

る
。
育
児
に
強
く
戸
惑
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り

す
る
母
親
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
図
２
の

少
子
高
齢
化
の
影
響
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
中
、
住
ま
い
に
関
係
す
る
主
な
項
目
は
、「
老
年
・

要
介
護
人
口
の
増
加
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
世
帯
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
世
帯

の
小
規
模
化
や
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
の
減

少
が
、
統
計
上
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
も
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

　
図
３
は
、
夫
婦
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
モ
デ
ル
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
人
生
が
長
く
な
り
、
特
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
後
、
ま
た
は

リ
タ
イ
ア
後
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２

の
人
生
」
の
期
間
が
非
常
に
長
く

な
る
。
個
人
は
長
い
第
２
の
人
生

を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
ど
こ
で
誰

と
暮
ら
す
の
か
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
様
々
な
選
択
や
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
長
い
人

生
に
お
い
て
は
、
学
び
、
就
職
し
、

結
婚
し
、
子
ど
も
を
つ
く
り
育
て

る
と
い
う
順
番
す
ら
、
あ
る
程
度
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
タ
イ
ア
後
に
学
ん
だ
り
、
子
育
て
後
に
働
い

た
り
、
様
々
に
人
生
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
個
人
の
選
択
肢
は
幅
広
く
な
り
、
結
果
と
し
て
「
個

人
化
」
と
「
多
様
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
非
親
族
世
帯
は
、
そ
の
数
は
少
な
い
も

の
の
増
加
し
て
い
る
。
上
野
（
※
４
）
は
家
族
構
成

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
を
家
族
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
主
観
的
な
家
族
の
範
囲
は
、
同

じ
家
族
に
属
し
て
い
て
も
個
人
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
家

族
の
多
様
化
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
同
じ
住
居
に
住
む
血
縁
関
係
に
あ
る

集
団
の
み
が
「
家
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
家
族
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。「
同
居
」
や
「
血
縁
」
に
よ
る

「
拘
束
要
因
」
と
し
て
の
「
家
族
」
が
揺
ら
ぎ
、「
個
人
」

が
「
支
援
要
因
」
と
し
て
「
選
択
的
」
に
結
ぶ
関
係
は
、

ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
「
個
人
化
」
の
進
行
と
同
時
に
、
家
族
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
も
必
然
的
に
進
行
す
る
。「
個
人
化
」
が

進
行
す
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
や
す
い
社
会
環
境
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
よ
り
、
今
後
の
家
族
の
変
容
と
し
て
、「
世
帯

の
小
規
模
化
」「
個
人
化
」「
多
様
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
に
関
し
て
住
宅
や
住
生
活

に
関
係
す
る
様
々
な
事
項
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
結
果

か
ら
、
対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題
と
し
て
、
次
の
６

つ
を
あ
げ
た
い
（
図
４
）。

① 

子
育
て
環
境
と
し
て
の
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
子
育
て
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
も
子
育
て

に
適
し
た
環
境
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
家
族
の
変
容
と
し
て
、
多
様
化
と
並
び
個
人
化
が
あ

げ
ら
れ
る
。「
個
人
単
位
で
家
族
的
現
象
を
み
る
見
か

た
」
は
家
族
社
会
学
に
お
い
て
家
族
を
認
識
す
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
換
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
変
化
の
方
向

と
し
て
は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
容
に
対
応
し
、
家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

高
齢
小
規
模
世
帯
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単
身
・

夫
婦
の
み
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ン
プ
テ
ィ

ネ
ス
ト
（
空
に
な
っ

た
巣
）」
の
期
間
が

20
年
を
超
え
る
ほ
ど

に
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
顕
著
に

増
加
ま
た
は
長
期
化

す
る
家
族
構
成
の
世

帯
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

④
子
育
て
・
介
護
・

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
場
と
し
て
の

住
宅
の
検
討 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
大
き

な
増
加
が
予
測
で
き

る
。
介
護
ま
で
は
必

要
が
な
く
と
も
、
家

事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
等
を
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
層
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
就

労
と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
場
と
し
て
の
住
宅
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
労
と
子
育
て
が
両
立

し
に
く
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
２
人
が
と
も
に
子

育
て
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
の
た
め
の
住
宅
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す

る
住
宅
の
検
討

　
単
身
者
や
複
数
世
帯
の
共
同
居

住
な
ど
必
ず
し
も
血
縁
に
よ
ら
な

い
家
族
、
家
族
の
分
散
居
住
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
居
住
な
ど
、
家
族
は

個
人
を
取
り
巻
く
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
し
く

み
と
し
て
の
住
宅
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
と
も
な
い
、
住
ま
い
が

対
応
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
次
稿
で
は
、
実
験
集
合

住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
居
住
実
験
を
通
じ
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
た
内
容
を
報

告
し
た
い
。（

大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

主
任
研
究
員
） 

参
考
文
献
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
※
１
）高
山
憲
之
、斎
藤
修
編
『
少
子
化
の
経
済
分
析
』
東
洋
経
済
新
報
社（
２
０
０
６
年
）

（
※
２
）川
本
敏
『
論
争
・
少
子
化
日
本
』
中
央
公
論
新
社（
２
０
０
１
年
）

（
※
３
）大
淵
寛
、兼
清
弘
之
編
著
『
少
子
化
の
社
会
経
済
学
―
人
口
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ

          

ー
２
』
原
書
房（
２
０
０
５
年
）

（
※
４
）上
野
千
鶴
子
『
近
代
家
族
の
成
立
と
終
焉
』
岩
波
書
店（
１
９
９
４
年
）

（
※
５
）※
１
〜
４
も
含
め
、文
献
調
査
の
対
象
と
し
た
文
献
１
３
７
件
は
誌
面
の
都
合
上
列

挙
で
き
な
い
が
、次
の
論
文
に
全
て
報
告
し
て
い
る
。
加
茂
み
ど
り
、　
田
光
雄
、安

枝
英
俊
「
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
計
画
の
検
討
課
題
」『
住
宅
系
研
究
報

告
会
論
文
集
３
』
日
本
建
築
学
会
、９７
頁
〜
１
０
６
頁（
２
０
０
８
・
12
）

少
子
高
齢
化
の
要
因 

 
少
子
高
齢
化
の
影
響 

 

家
族
や
世
帯
の
変
化 

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て 

対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題 

 

　
非
婚
化
・
晩
婚
化
と
そ
の
背
景 

● 

● 

● 

少
子
高
齢
化
の
要
因
と
住
ま
い 

● 

● 

● 

経
済
に
与
え
る
影
響 

お
わ
り
に 

● 

● 

● 

労
働
力
人
口
の
変
化 

● 

● 

● 

少
子
高
齢
化
の
影
響
と
住
ま
い 

● 

● 

● 

夫
婦
の
出
生
力
の
低
下
と
そ
の
背
景 

● 

● 

● 

77 CEL Jul .  2009

75 CEL Jul .  2009 74CEL Jul .  2009

77 CEL Jul .  2009 76CEL Jul .  2009

78CEL Jul .  2009

加茂 みどり　Written by Midori Kamo

小子化高齢化に対応した住まい
                                －課題の抽出
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住まい・生活分野



図１ 少子高齢化の要因図

男女の人口アンバランス 

比較優位性による分業の利益の低下 

パラサイトシングルの増加 

男女の出会い・お見合いの減少 

結婚に対する否定的情報の氾濫 

価値観の変化による結婚の相対化 

性別役割分担による結婚の非対称性 

結婚退職による逸失所得の増加 

子育て環境の欠如 

子どもの経済的価値の低下 

機会費用の増加 

経済的将来見通しの悪化 

父親の育児不参加 

育児ネットワークの欠如 

老後の子どもへの依存度の低下 

女性の高学歴化・賃金向上 

生活利便性向上と家事軽減 

親離れの遅れ 

ワークライフバランスの欠如 

支援サービスの欠如 (夜 間 ･ 休  日 ･  病児保育等 )
親子重視の家族観 

職場の理解不足 

家の狭さ等住宅の不適合 

子育てに対する社会の理解の欠如 

生活の高水準 

夫婦出生力の低下 

出生率低下 

非婚化・晩婚化 

死亡率低下による長寿化 

固定的な性別役割分担 

少子 
高齢化 

女性の高学歴化・賃金向上 

経済的将来見通しの悪化 

経済的将来見通しの悪化 

女性の高学歴化・賃金向上 

再就職の難しさ 

出産・子育て・教育費用の増加 

子どもの量から質への価値変化 

子どもの明るい将来が描きにくい 

子育ての困難に関する情報の氾濫 

ワークライフバランスの欠如 

婚外子の少なさ 

就労と子育ての両立の困難 

 *住宅計画に関係する項目やその影響を表す矢印を 
  枠囲み・太線にしている。  

図4　住宅計画に関係する事項と住宅計画の課題

子育て環境の欠如

就労と子育ての両立の困難

家の狭さ等住宅の不適合

支援サービスの欠如
（夜間・休日・病児保育等）

ワークライフバランスの欠如

老年・要介護人口の増加

サービス需要の増加

個人化

多様化
ネットワーク化

子育て環境としての
　　　　　　住宅の検討

多様なワークスタイルに
　　対応した住宅の検討

高齢小規模世帯に
　　対応した住宅の検討

子育て・介護・家事等の
サービス供給の場として
　　　　　の住宅の検討

家族の個人化に対応した
　　　　　　住宅の検討

個人のネットワークに
　　　資する住宅の検討

世帯の小規模化

出典：国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集2008年版、2008、 
　　　厚生労働省大臣官房統計情報部：平成18年簡易生命表より作成 

 

図2　少子高齢化の影響図

ライフサイクルモデルの変化

CEL

はじめに 

● 

● 

● 

介
護
需
要
の
増
加 

● 

● 

● 

地
域
社
会
に
与
え
る
影
響 

● 

● 

● 

子
ど
も
や
子
育
て
へ
影
響

　　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に

も
大
き
く
寄
与
し
、
若
齢
化
と
高
齢
化
は
相
殺
さ
れ
、

結
果
と
し
て
平
均
寿
命
の
伸
長
は
あ
ま
り
大
き
く
人
口

構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
出
生
率
の
低
下
は
、
年
少
人
口
を
減
ら
す
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。
人
口
高
齢
化
の
最
大
の
要
因
が
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
の
計

算
上
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
主
に
「
非

婚
化
、
晩
婚
化
」
お
よ
び
「
夫
婦
出
生
力
の
低
下
」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
結
婚
行
動
の
変
化
、
つ
ま
り
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
出

生
率
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
低
下
の
最
大
要
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
男
女
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
１
９
７
５

年
頃
よ
り
３
〜
４
歳
向
上
し
、
現
在
で
は
男
性
約
30
歳
、

女
性
約
28
歳
と
な
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率
を
み
て
も
向
上
し
て

お
り
、
非
婚
化
も
進
行
し
て
い
る
。

　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
原
因
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
人
口
統
計
か
ら
み
る
説
明
が
あ
る
。
男
女
の
人

口
に
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
出

生
時
は
女
児
よ
り
男
児
の
出
生
割
合
が
高
い
上
に
、
死

産
や
乳
児
の
死
亡
率
は
低
下
し
、
例
え
ば
平
均
初
婚
年

齢
で
あ
る
28
歳
の
女
性
に
対
し
、30
歳
男
性
は
10
万
人

以
上
多
い
。
実
際
に
、
男
性
の
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率

は
女
性
よ
り
か
な
り
高
い
。

　
次
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
説
明
が
あ
る
。
現
代
で

は
女
性
の
学
歴
が
向
上
し
、
社
会
進
出
が
進
行
し
て
男

女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
家
電
品
や
コ
ン
ビ

ニ
の
存
在
が
家
事
を
軽
減
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
く
て

も
、
男
女
と
も
に
１
人
で
完
結
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性
の
賃
金
の
向
上
に
と

も
な
っ
て
、
結
婚
に
よ
っ
て
退
職
や
休
職
を
し
た
場
合
の

逸
失
所
得
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
会
費
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
視
点
と
し
て
は
、
現
代
日
本
の
状
況
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
い
う
概
念
か
ら
の
説
明
も

あ
る
。
親
元
に
留
ま
り
、
自
ら
の
収
入
レ
ベ
ル
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
保
つ
若
者
は
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
結
婚

生
活
に
期
待
す
る
生
活
水
準
も
高
く
、
結
婚
行
動
が
促
進

さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
近
年
の
経
済
不
況
や
日
本
経
済
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
失
業
者
の
増
加
、
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
は
、
若
者
の
収
入
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
結
婚
行
動

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
な
背
景
か
ら
の
説
明
も
諸
説
あ
る
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
阿
藤
（
※
１
）
は

諸
説
を
概
観
し
た
上
で
、「
強
固
な
性
別
役
割
分
業
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
多
く
の
女
性
が
よ
り
長
期
に
就
学
行
動
を
続

け
、
職
業
役
割
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
婚
に
と
も
な

う
家
庭
役
割
（
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
）
と
の
役
割
葛

藤
が
起
こ
り
、
二
者
択
一
的
状
況
下
で
家
庭
役
割
を
延
期

ま
た
は
放
棄
す
る
女
性
が
増
え
る
た
め
に
未
婚
化
、
少
子

化
が
起
こ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
」
と
紹
介
し
、
同
じ
内
容
の

指
摘
は
こ
の
他
に
も
多
く
あ
る
。

　
そ
し
て
、
若
年
層
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
か
ら
の

説
明
も
あ
る
。
女
性
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
以
外
の
も
の

に
目
を
向
け
、
自
己
実
現
を
は
か
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
結
婚
は
仕
事
や
勉
強
、
自
由
と
い
っ

た
事
柄
と
同
列
に
並
ぶ
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
結
婚
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
前
述
の
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
論
の
社
会
学

的
な
解
釈
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
も
親
子

関
係
を
重
視
す
る
日
本
に
お
け
る
家
族
観
や
、
親
に
尽

く
さ
れ
親
離
れ
が
遅
れ
る
若
者
の
増
加
等
か
ら
の
説
明

も
あ
る
。
そ
の
他
、
世
の
中
に
氾
濫
す
る
結
婚
に
関
す

る
情
報
が
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
が
多
い
こ

と
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
と
も
い

う
べ
き
「
お
見
合
い
」
に
よ
る
縁
組
み
が
減
少
し
、
男
女

の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
―
夫

婦
調
査
（
第
13
回
出
生
動
向
基
本
調
査
）」
に
よ
る
と
、

結
婚
持
続
期
間
15
〜
19
年
の
夫
婦
に
お
け
る
出
生
児
数

（
夫
婦
完
結
出
生
児
数
）
は
、
２
・
09
人
と
な
っ
て
お
り
、

１
９
７
２
年
以
降
、
初
め
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
夫
婦
に
た
ず
ね
た
平
均
理
想
子
ど
も
数
は
、
初

め
て
２
・
５
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
平
均
予
定
子
ど
も

数
も
、
前
回
調
査
を
下
回
る
２
・
11
人
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
子
ど
も
数
が
理
想
子
ど
も
数
を
下
回
る
の
は
35
・

３
％
の
夫
婦
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
ト
ッ
プ
で
65
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
）。
つ
い
で
「
高
年
齢

で
生
む
の
が
い
や
だ
か
ら
」
が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
「
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

い
」「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
」
が
21
・
６
％
、17
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、「
健
康
上
の
理
由
」「
欲
し
い
け

れ
ど
で
き
な
い
」
が
16
・
９
％
、16
・
３
％
で
そ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
次
に
「
家
が
狭
い
か
ら
」15
％
、「
夫
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
」13
・
８
％
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社

会
環
境
で
は
な
い
か
ら
」13
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
生
行
動
の
変
化
の
経
済
的
な
説
明
で
は
、
出
産
や

子
育
て
の
直
接
費
用
・
機
会
費
用
（
間
接
費
用
）
の
増
大

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　『
平
成
17
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
大
卒
の
女

性
標
準
労
働
者
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
定
年
（
60

歳
）
ま
で
勤
務
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
２
人
の
子
ど
も

を
産
ん
で
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
同
一
企
業
に
復
職

し
た
場
合
の
逸
失
所
得
は
１
９
１
０
万
円
、
第
１
子
出
産

を
機
に
退
職
し
第
２
子
出
産
後
６

年
を
経
過
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
２

億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
か
か
る
直
接
費
用
は
１

人
目
で
１
３
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
（
※
２
）
は
、「『
子
ど
も

は
自
分
で
は
産
ま
ず
（
つ
く
ら
ず
）、

他
人
に
産
ん
で
育
て
て
も
ら
う
。
そ

し
て
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
産
ん

で
育
て
た
子
ど
も
に
年
金
等
で
面

倒
を
み
て
も
ら
う
』
―
結
果
的
に
、

こ
れ
が
今
も
っ
と
も
ラ
ク
で
あ
り
、

ト
ク
な
選
択
で
あ
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　
社
会
的
背
景
か
ら
の
説
明
で
は
、

ま
ず
子
育
て
環
境
、
就
労
と
育
児
の

両
立
で
き
る
環
境
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。
課
題
は
保
育
園
の
待
機

児
童
数
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
病
児

保
育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
も
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
実
際
に
は

両
親
の
親
に
よ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
母
親

の
就
労
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
を
預
け
な
が
ら
働
く
雇
用

者
に
対
す
る
職
場
の
理
解
も
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

場
合
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か

ら
の
説
明
で
あ
る
。
日
本
で
は
家
族
内
で
の
性
別
役
割

分
担
の
意
識
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
働
く
母
親
は
、
仕

事
に
加
え
家
事
と
子
育
て
を
孤
立
無
援
で
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

『
平
成
19
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
父
親
の
育

児
参
加
の
無
い
場
合
、
有
る
場
合
と
比
べ
て
妻
の
出
産

意
欲
が
低
い
と
い
う
相
関
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
就
業

の
継
続
や
自
己
実
現
を
望
む
女
性
に
と
っ
て
、
子
ど
も

を
産
む
と
い
う
選
択
を
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
後
の
子
ど
も
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
、
家
が
狭
い
な
ど
の
住
宅
の
課
題
、
社
会

情
勢
に
不
安
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
が
持
ち

に
く
い
こ
と
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
希
薄
と
な
り
、
親
が
子
育
て
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理
し
、
図
１
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ン
チ
ャ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
深
く
住
宅
や
住
環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
、「
子
育

て
環
境
の
欠
如
」
と
「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
困
難
」

で
あ
る
。
図
１
よ
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
に
影
響
し
て
い

る
小
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
住
宅
計
画
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、「
家
の
狭
さ
等
住
宅
の
不
適
合
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
仕

事
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
近
年
の
状
況

を
考
え
る
と
、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
（
夜
間
・
休
日
・

病
児
保
育
等
）」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
」

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
労
働
力
人
口
の
低
下
が
あ

げ
ら
れ
る
。
永
瀬
（
※
３
）
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
（
２
０
０
２
）
の
中
位
推

計
値
と
、
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
を
用
い
て
、
将
来
の
労
働
・
非
労
働
力
人

口
を
予
測
し
、
出
生
率
回
復
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
労

働
力
人
口
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
か
ら
、
出
生
率
回
復
の
政
策
は
、
現
在
の
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
影
響
す
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
も
の

で
な
け
れ
ば
２
０
４
０
年
時
点
で
有
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
２
０
４
０
年
の
労
働
力
構
成
に
実
際
に
影
響
を

与
え
る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
出
生
行
動
の
変
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、

か
な
り
楽
観
的
な
見
か
た
か
ら
悲
観
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
が
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
諸
説
を
み
る
限
り
、

諸
策
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
限
り
、
あ
ま
り
楽
観
的

な
見
か
た
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
八

代
（
※
２
）
は
、
子
ど
も
は
社
会
に
と
っ
て
、
将
来
の
生
産

活
動
を
支
え
る
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

者
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
供
給
の

減
少
は
、
投
資
や
貯
蓄
を
減
ら
し
、
人
口
１
人
当
た
り
で

み
た
場
合
で
も
、
所
得
の
向
上
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因

と
な
る
と
し
て
い
る
。
青
木
・
蓬
田
（
※
１
）
は
、
人
口
が
減

少
し
た
場
合
、
国
の
経
済
規
模
が
減
少
す
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
所
得
も
、
か
な
り
の
技

術
進
歩
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
年
金
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
く
、
医
療
費
や
税
な
ど
も
含
め
て
国
民
負
担
の
大
き

な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
負
担
の
増
加

は
、
子
育
て
期
の
若
年
世
帯
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
少

子
化
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
勤

労
意
欲
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
感
の
低
下
を

生
起
し
、
経
済
社
会
の
安
定
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
介
護
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

性
別
・
年
齢
ご
と
の
要
介
護
発
生
率
が
将
来
も
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
る
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
の
変
化
を
計
算
す

る
と
、
前
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
は
数
十
年
後
も
あ

ま
り
変
化
せ
ず
４
％
足
ら
ず
で
あ
り
、
多
く
が
健
常
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
と
も
な
い
年
齢
構
造
が
変
わ

る
た
め
、
要
介
護
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
５

０
年
で
は
約
３
割
が
要
介
護
者
と
な
る
。

　
地
域
社
会
の
姿
も
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化

に
よ
り
地
域
社
会
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
行
す

る
。
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
、

労
働
力
が
減
少
し
地
域
経
済
が
衰
退
す
る
こ
と
、
そ
の

結
果
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
人
口
が
流
出
し
、
さ
ら
な
る

過
疎
化
・
少
子
化
が
進
行
し
、
地
域
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
と
は
、
あ
る
一
定
範
囲
の
広
が
り
の
中
で

成
立
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
同
体
と
と
も
に
、
そ
の
伝

統
・
文
化
も
消
失
す
る
。
ま
た
、
共
同
体
が
維
持
す
べ
き

生
活
に
必
要
な
機
能
、
例
え
ば
医
療
や
教
育
、
防
犯
な

ど
の
社
会
的
な
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
医
療
や
教
育
は
、
す
で
に
集
約
化
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
家
か
ら
小
学
校
ま
で
歩
い
て
２
時

間
も
か
か
る
と
な
れ
ば
通
え
な
い
。
医
療
の
集
約
化
は
、

遠
方
患
者
の
切
り
捨
て
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
都
道
府
県
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
19
年
５
月
推
計
）
に
よ
る
都
道
府

県
ご
と
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
、
特

に
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
は
少
子
化
と
と
も
に
、
人
口
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
少
子
化
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
は
、
子
ど
も
が

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を
も
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
進
行
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
の
接
触

経
験
の
少
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
を
産
む
母
親
も
増
加
す

る
。
育
児
に
強
く
戸
惑
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り

す
る
母
親
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
図
２
の

少
子
高
齢
化
の
影
響
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
中
、
住
ま
い
に
関
係
す
る
主
な
項
目
は
、「
老
年
・

要
介
護
人
口
の
増
加
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
世
帯
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
世
帯

の
小
規
模
化
や
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
の
減

少
が
、
統
計
上
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
も
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

　
図
３
は
、
夫
婦
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
モ
デ
ル
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
人
生
が
長
く
な
り
、
特
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
後
、
ま
た
は

リ
タ
イ
ア
後
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２

の
人
生
」
の
期
間
が
非
常
に
長
く

な
る
。
個
人
は
長
い
第
２
の
人
生

を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
ど
こ
で
誰

と
暮
ら
す
の
か
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
様
々
な
選
択
や
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
長
い
人

生
に
お
い
て
は
、
学
び
、
就
職
し
、

結
婚
し
、
子
ど
も
を
つ
く
り
育
て

る
と
い
う
順
番
す
ら
、
あ
る
程
度
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
タ
イ
ア
後
に
学
ん
だ
り
、
子
育
て
後
に
働
い

た
り
、
様
々
に
人
生
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
個
人
の
選
択
肢
は
幅
広
く
な
り
、
結
果
と
し
て
「
個

人
化
」
と
「
多
様
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
非
親
族
世
帯
は
、
そ
の
数
は
少
な
い
も

の
の
増
加
し
て
い
る
。
上
野
（
※
４
）
は
家
族
構
成

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
を
家
族
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
主
観
的
な
家
族
の
範
囲
は
、
同

じ
家
族
に
属
し
て
い
て
も
個
人
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
家

族
の
多
様
化
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
同
じ
住
居
に
住
む
血
縁
関
係
に
あ
る

集
団
の
み
が
「
家
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
家
族
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。「
同
居
」
や
「
血
縁
」
に
よ
る

「
拘
束
要
因
」
と
し
て
の
「
家
族
」
が
揺
ら
ぎ
、「
個
人
」

が
「
支
援
要
因
」
と
し
て
「
選
択
的
」
に
結
ぶ
関
係
は
、

ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
「
個
人
化
」
の
進
行
と
同
時
に
、
家
族
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
も
必
然
的
に
進
行
す
る
。「
個
人
化
」
が

進
行
す
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
や
す
い
社
会
環
境
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
よ
り
、
今
後
の
家
族
の
変
容
と
し
て
、「
世
帯

の
小
規
模
化
」「
個
人
化
」「
多
様
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
に
関
し
て
住
宅
や
住
生
活

に
関
係
す
る
様
々
な
事
項
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
結
果

か
ら
、
対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題
と
し
て
、
次
の
６

つ
を
あ
げ
た
い
（
図
４
）。

① 

子
育
て
環
境
と
し
て
の
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
子
育
て
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
も
子
育
て

に
適
し
た
環
境
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
家
族
の
変
容
と
し
て
、
多
様
化
と
並
び
個
人
化
が
あ

げ
ら
れ
る
。「
個
人
単
位
で
家
族
的
現
象
を
み
る
見
か

た
」
は
家
族
社
会
学
に
お
い
て
家
族
を
認
識
す
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
換
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
変
化
の
方
向

と
し
て
は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
容
に
対
応
し
、
家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

高
齢
小
規
模
世
帯
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単
身
・

夫
婦
の
み
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ン
プ
テ
ィ

ネ
ス
ト
（
空
に
な
っ

た
巣
）」
の
期
間
が

20
年
を
超
え
る
ほ
ど

に
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
顕
著
に

増
加
ま
た
は
長
期
化

す
る
家
族
構
成
の
世

帯
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

④
子
育
て
・
介
護
・

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
場
と
し
て
の

住
宅
の
検
討 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
大
き

な
増
加
が
予
測
で
き

る
。
介
護
ま
で
は
必

要
が
な
く
と
も
、
家

事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
等
を
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
層
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
就

労
と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
場
と
し
て
の
住
宅
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
労
と
子
育
て
が
両
立

し
に
く
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
２
人
が
と
も
に
子

育
て
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
の
た
め
の
住
宅
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す

る
住
宅
の
検
討

　
単
身
者
や
複
数
世
帯
の
共
同
居

住
な
ど
必
ず
し
も
血
縁
に
よ
ら
な

い
家
族
、
家
族
の
分
散
居
住
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
居
住
な
ど
、
家
族
は

個
人
を
取
り
巻
く
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
し
く

み
と
し
て
の
住
宅
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
と
も
な
い
、
住
ま
い
が

対
応
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
次
稿
で
は
、
実
験
集
合

住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
居
住
実
験
を
通
じ
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
た
内
容
を
報

告
し
た
い
。（

大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

主
任
研
究
員
） 
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小子化高齢化に対応した住まい
                                －課題の抽出
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住まい・生活分野



図１ 少子高齢化の要因図

男女の人口アンバランス 

比較優位性による分業の利益の低下 

パラサイトシングルの増加 

男女の出会い・お見合いの減少 

結婚に対する否定的情報の氾濫 

価値観の変化による結婚の相対化 

性別役割分担による結婚の非対称性 

結婚退職による逸失所得の増加 

子育て環境の欠如 

子どもの経済的価値の低下 

機会費用の増加 

経済的将来見通しの悪化 

父親の育児不参加 

育児ネットワークの欠如 

老後の子どもへの依存度の低下 

女性の高学歴化・賃金向上 

生活利便性向上と家事軽減 

親離れの遅れ 

ワークライフバランスの欠如 

支援サービスの欠如 (夜 間 ･ 休  日 ･  病児保育等 )
親子重視の家族観 

職場の理解不足 

家の狭さ等住宅の不適合 

子育てに対する社会の理解の欠如 

生活の高水準 

夫婦出生力の低下 

出生率低下 

非婚化・晩婚化 

死亡率低下による長寿化 

固定的な性別役割分担 

少子 
高齢化 

女性の高学歴化・賃金向上 

経済的将来見通しの悪化 

経済的将来見通しの悪化 

女性の高学歴化・賃金向上 

再就職の難しさ 

出産・子育て・教育費用の増加 

子どもの量から質への価値変化 

子どもの明るい将来が描きにくい 

子育ての困難に関する情報の氾濫 

ワークライフバランスの欠如 

婚外子の少なさ 

就労と子育ての両立の困難 

 *住宅計画に関係する項目やその影響を表す矢印を 
  枠囲み・太線にしている。  

図4　住宅計画に関係する事項と住宅計画の課題

子育て環境の欠如

就労と子育ての両立の困難

家の狭さ等住宅の不適合

支援サービスの欠如
（夜間・休日・病児保育等）

ワークライフバランスの欠如

老年・要介護人口の増加

サービス需要の増加

個人化

多様化
ネットワーク化

子育て環境としての
　　　　　　住宅の検討

多様なワークスタイルに
　　対応した住宅の検討

高齢小規模世帯に
　　対応した住宅の検討

子育て・介護・家事等の
サービス供給の場として
　　　　　の住宅の検討

家族の個人化に対応した
　　　　　　住宅の検討

個人のネットワークに
　　　資する住宅の検討

世帯の小規模化

出典：国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集2008年版、2008、 
　　　厚生労働省大臣官房統計情報部：平成18年簡易生命表より作成 

 

図2　少子高齢化の影響図

ライフサイクルモデルの変化

CEL

はじめに 
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介
護
需
要
の
増
加 

● 

● 

● 

地
域
社
会
に
与
え
る
影
響 

● 

● 

● 

子
ど
も
や
子
育
て
へ
影
響

　　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に

も
大
き
く
寄
与
し
、
若
齢
化
と
高
齢
化
は
相
殺
さ
れ
、

結
果
と
し
て
平
均
寿
命
の
伸
長
は
あ
ま
り
大
き
く
人
口

構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
出
生
率
の
低
下
は
、
年
少
人
口
を
減
ら
す
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。
人
口
高
齢
化
の
最
大
の
要
因
が
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
の
計

算
上
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
主
に
「
非

婚
化
、
晩
婚
化
」
お
よ
び
「
夫
婦
出
生
力
の
低
下
」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
結
婚
行
動
の
変
化
、
つ
ま
り
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
出

生
率
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
低
下
の
最
大
要
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
男
女
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
１
９
７
５

年
頃
よ
り
３
〜
４
歳
向
上
し
、
現
在
で
は
男
性
約
30
歳
、

女
性
約
28
歳
と
な
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率
を
み
て
も
向
上
し
て

お
り
、
非
婚
化
も
進
行
し
て
い
る
。

　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
原
因
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
人
口
統
計
か
ら
み
る
説
明
が
あ
る
。
男
女
の
人

口
に
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
出

生
時
は
女
児
よ
り
男
児
の
出
生
割
合
が
高
い
上
に
、
死

産
や
乳
児
の
死
亡
率
は
低
下
し
、
例
え
ば
平
均
初
婚
年

齢
で
あ
る
28
歳
の
女
性
に
対
し
、30
歳
男
性
は
10
万
人

以
上
多
い
。
実
際
に
、
男
性
の
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率

は
女
性
よ
り
か
な
り
高
い
。

　
次
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
説
明
が
あ
る
。
現
代
で

は
女
性
の
学
歴
が
向
上
し
、
社
会
進
出
が
進
行
し
て
男

女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
家
電
品
や
コ
ン
ビ

ニ
の
存
在
が
家
事
を
軽
減
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
く
て

も
、
男
女
と
も
に
１
人
で
完
結
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性
の
賃
金
の
向
上
に
と

も
な
っ
て
、
結
婚
に
よ
っ
て
退
職
や
休
職
を
し
た
場
合
の

逸
失
所
得
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
会
費
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
視
点
と
し
て
は
、
現
代
日
本
の
状
況
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
い
う
概
念
か
ら
の
説
明
も

あ
る
。
親
元
に
留
ま
り
、
自
ら
の
収
入
レ
ベ
ル
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
保
つ
若
者
は
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
結
婚

生
活
に
期
待
す
る
生
活
水
準
も
高
く
、
結
婚
行
動
が
促
進

さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
近
年
の
経
済
不
況
や
日
本
経
済
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
失
業
者
の
増
加
、
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
は
、
若
者
の
収
入
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
結
婚
行
動

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
な
背
景
か
ら
の
説
明
も
諸
説
あ
る
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
阿
藤
（
※
１
）
は

諸
説
を
概
観
し
た
上
で
、「
強
固
な
性
別
役
割
分
業
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
多
く
の
女
性
が
よ
り
長
期
に
就
学
行
動
を
続

け
、
職
業
役
割
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
婚
に
と
も
な

う
家
庭
役
割
（
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
）
と
の
役
割
葛

藤
が
起
こ
り
、
二
者
択
一
的
状
況
下
で
家
庭
役
割
を
延
期

ま
た
は
放
棄
す
る
女
性
が
増
え
る
た
め
に
未
婚
化
、
少
子

化
が
起
こ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
」
と
紹
介
し
、
同
じ
内
容
の

指
摘
は
こ
の
他
に
も
多
く
あ
る
。

　
そ
し
て
、
若
年
層
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
か
ら
の

説
明
も
あ
る
。
女
性
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
以
外
の
も
の

に
目
を
向
け
、
自
己
実
現
を
は
か
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
結
婚
は
仕
事
や
勉
強
、
自
由
と
い
っ

た
事
柄
と
同
列
に
並
ぶ
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
結
婚
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
前
述
の
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
論
の
社
会
学

的
な
解
釈
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
も
親
子

関
係
を
重
視
す
る
日
本
に
お
け
る
家
族
観
や
、
親
に
尽

く
さ
れ
親
離
れ
が
遅
れ
る
若
者
の
増
加
等
か
ら
の
説
明

も
あ
る
。
そ
の
他
、
世
の
中
に
氾
濫
す
る
結
婚
に
関
す

る
情
報
が
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
が
多
い
こ

と
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
と
も
い

う
べ
き
「
お
見
合
い
」
に
よ
る
縁
組
み
が
減
少
し
、
男
女

の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
―
夫

婦
調
査
（
第
13
回
出
生
動
向
基
本
調
査
）」
に
よ
る
と
、

結
婚
持
続
期
間
15
〜
19
年
の
夫
婦
に
お
け
る
出
生
児
数

（
夫
婦
完
結
出
生
児
数
）
は
、
２
・
09
人
と
な
っ
て
お
り
、

１
９
７
２
年
以
降
、
初
め
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
夫
婦
に
た
ず
ね
た
平
均
理
想
子
ど
も
数
は
、
初

め
て
２
・
５
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
平
均
予
定
子
ど
も

数
も
、
前
回
調
査
を
下
回
る
２
・
11
人
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
子
ど
も
数
が
理
想
子
ど
も
数
を
下
回
る
の
は
35
・

３
％
の
夫
婦
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
ト
ッ
プ
で
65
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
）。
つ
い
で
「
高
年
齢

で
生
む
の
が
い
や
だ
か
ら
」
が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
「
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

い
」「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
」
が
21
・
６
％
、17
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、「
健
康
上
の
理
由
」「
欲
し
い
け

れ
ど
で
き
な
い
」
が
16
・
９
％
、16
・
３
％
で
そ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
次
に
「
家
が
狭
い
か
ら
」15
％
、「
夫
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
」13
・
８
％
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社

会
環
境
で
は
な
い
か
ら
」13
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
生
行
動
の
変
化
の
経
済
的
な
説
明
で
は
、
出
産
や

子
育
て
の
直
接
費
用
・
機
会
費
用
（
間
接
費
用
）
の
増
大

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　『
平
成
17
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
大
卒
の
女

性
標
準
労
働
者
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
定
年
（
60

歳
）
ま
で
勤
務
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
２
人
の
子
ど
も

を
産
ん
で
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
同
一
企
業
に
復
職

し
た
場
合
の
逸
失
所
得
は
１
９
１
０
万
円
、
第
１
子
出
産

を
機
に
退
職
し
第
２
子
出
産
後
６

年
を
経
過
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
２

億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
か
か
る
直
接
費
用
は
１

人
目
で
１
３
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
（
※
２
）
は
、「『
子
ど
も

は
自
分
で
は
産
ま
ず
（
つ
く
ら
ず
）、

他
人
に
産
ん
で
育
て
て
も
ら
う
。
そ

し
て
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
産
ん

で
育
て
た
子
ど
も
に
年
金
等
で
面

倒
を
み
て
も
ら
う
』
―
結
果
的
に
、

こ
れ
が
今
も
っ
と
も
ラ
ク
で
あ
り
、

ト
ク
な
選
択
で
あ
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　
社
会
的
背
景
か
ら
の
説
明
で
は
、

ま
ず
子
育
て
環
境
、
就
労
と
育
児
の

両
立
で
き
る
環
境
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。
課
題
は
保
育
園
の
待
機

児
童
数
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
病
児

保
育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
も
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
実
際
に
は

両
親
の
親
に
よ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
母
親

の
就
労
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
を
預
け
な
が
ら
働
く
雇
用

者
に
対
す
る
職
場
の
理
解
も
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

場
合
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か

ら
の
説
明
で
あ
る
。
日
本
で
は
家
族
内
で
の
性
別
役
割

分
担
の
意
識
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
働
く
母
親
は
、
仕

事
に
加
え
家
事
と
子
育
て
を
孤
立
無
援
で
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

『
平
成
19
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
父
親
の
育

児
参
加
の
無
い
場
合
、
有
る
場
合
と
比
べ
て
妻
の
出
産

意
欲
が
低
い
と
い
う
相
関
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
就
業

の
継
続
や
自
己
実
現
を
望
む
女
性
に
と
っ
て
、
子
ど
も

を
産
む
と
い
う
選
択
を
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
後
の
子
ど
も
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
、
家
が
狭
い
な
ど
の
住
宅
の
課
題
、
社
会

情
勢
に
不
安
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
が
持
ち

に
く
い
こ
と
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
希
薄
と
な
り
、
親
が
子
育
て
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理
し
、
図
１
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ン
チ
ャ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
深
く
住
宅
や
住
環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
、「
子
育

て
環
境
の
欠
如
」
と
「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
困
難
」

で
あ
る
。
図
１
よ
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
に
影
響
し
て
い

る
小
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
住
宅
計
画
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、「
家
の
狭
さ
等
住
宅
の
不
適
合
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
仕

事
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
近
年
の
状
況

を
考
え
る
と
、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
（
夜
間
・
休
日
・

病
児
保
育
等
）」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
」

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
労
働
力
人
口
の
低
下
が
あ

げ
ら
れ
る
。
永
瀬
（
※
３
）
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
（
２
０
０
２
）
の
中
位
推

計
値
と
、
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
を
用
い
て
、
将
来
の
労
働
・
非
労
働
力
人

口
を
予
測
し
、
出
生
率
回
復
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
労

働
力
人
口
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
か
ら
、
出
生
率
回
復
の
政
策
は
、
現
在
の
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
影
響
す
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
も
の

で
な
け
れ
ば
２
０
４
０
年
時
点
で
有
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
２
０
４
０
年
の
労
働
力
構
成
に
実
際
に
影
響
を

与
え
る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
出
生
行
動
の
変
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、

か
な
り
楽
観
的
な
見
か
た
か
ら
悲
観
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
が
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
諸
説
を
み
る
限
り
、

諸
策
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
限
り
、
あ
ま
り
楽
観
的

な
見
か
た
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
八

代
（
※
２
）
は
、
子
ど
も
は
社
会
に
と
っ
て
、
将
来
の
生
産

活
動
を
支
え
る
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

者
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
供
給
の

減
少
は
、
投
資
や
貯
蓄
を
減
ら
し
、
人
口
１
人
当
た
り
で

み
た
場
合
で
も
、
所
得
の
向
上
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因

と
な
る
と
し
て
い
る
。
青
木
・
蓬
田
（
※
１
）
は
、
人
口
が
減

少
し
た
場
合
、
国
の
経
済
規
模
が
減
少
す
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
所
得
も
、
か
な
り
の
技

術
進
歩
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
年
金
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
く
、
医
療
費
や
税
な
ど
も
含
め
て
国
民
負
担
の
大
き

な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
負
担
の
増
加

は
、
子
育
て
期
の
若
年
世
帯
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
少

子
化
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
勤

労
意
欲
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
感
の
低
下
を

生
起
し
、
経
済
社
会
の
安
定
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
介
護
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

性
別
・
年
齢
ご
と
の
要
介
護
発
生
率
が
将
来
も
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
る
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
の
変
化
を
計
算
す

る
と
、
前
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
は
数
十
年
後
も
あ

ま
り
変
化
せ
ず
４
％
足
ら
ず
で
あ
り
、
多
く
が
健
常
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
と
も
な
い
年
齢
構
造
が
変
わ

る
た
め
、
要
介
護
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
５

０
年
で
は
約
３
割
が
要
介
護
者
と
な
る
。

　
地
域
社
会
の
姿
も
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化

に
よ
り
地
域
社
会
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
行
す

る
。
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
、

労
働
力
が
減
少
し
地
域
経
済
が
衰
退
す
る
こ
と
、
そ
の

結
果
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
人
口
が
流
出
し
、
さ
ら
な
る

過
疎
化
・
少
子
化
が
進
行
し
、
地
域
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
と
は
、
あ
る
一
定
範
囲
の
広
が
り
の
中
で

成
立
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
同
体
と
と
も
に
、
そ
の
伝

統
・
文
化
も
消
失
す
る
。
ま
た
、
共
同
体
が
維
持
す
べ
き

生
活
に
必
要
な
機
能
、
例
え
ば
医
療
や
教
育
、
防
犯
な

ど
の
社
会
的
な
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
医
療
や
教
育
は
、
す
で
に
集
約
化
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
家
か
ら
小
学
校
ま
で
歩
い
て
２
時

間
も
か
か
る
と
な
れ
ば
通
え
な
い
。
医
療
の
集
約
化
は
、

遠
方
患
者
の
切
り
捨
て
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
都
道
府
県
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
19
年
５
月
推
計
）
に
よ
る
都
道
府

県
ご
と
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
、
特

に
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
は
少
子
化
と
と
も
に
、
人
口
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
少
子
化
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
は
、
子
ど
も
が

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を
も
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
進
行
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
の
接
触

経
験
の
少
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
を
産
む
母
親
も
増
加
す

る
。
育
児
に
強
く
戸
惑
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り

す
る
母
親
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
図
２
の

少
子
高
齢
化
の
影
響
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
中
、
住
ま
い
に
関
係
す
る
主
な
項
目
は
、「
老
年
・

要
介
護
人
口
の
増
加
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
世
帯
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
世
帯

の
小
規
模
化
や
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
の
減

少
が
、
統
計
上
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
も
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

　
図
３
は
、
夫
婦
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
モ
デ
ル
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
人
生
が
長
く
な
り
、
特
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
後
、
ま
た
は

リ
タ
イ
ア
後
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２

の
人
生
」
の
期
間
が
非
常
に
長
く

な
る
。
個
人
は
長
い
第
２
の
人
生

を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
ど
こ
で
誰

と
暮
ら
す
の
か
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
様
々
な
選
択
や
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
長
い
人

生
に
お
い
て
は
、
学
び
、
就
職
し
、

結
婚
し
、
子
ど
も
を
つ
く
り
育
て

る
と
い
う
順
番
す
ら
、
あ
る
程
度
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
タ
イ
ア
後
に
学
ん
だ
り
、
子
育
て
後
に
働
い

た
り
、
様
々
に
人
生
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
個
人
の
選
択
肢
は
幅
広
く
な
り
、
結
果
と
し
て
「
個

人
化
」
と
「
多
様
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
非
親
族
世
帯
は
、
そ
の
数
は
少
な
い
も

の
の
増
加
し
て
い
る
。
上
野
（
※
４
）
は
家
族
構
成

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
を
家
族
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
主
観
的
な
家
族
の
範
囲
は
、
同

じ
家
族
に
属
し
て
い
て
も
個
人
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
家

族
の
多
様
化
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
同
じ
住
居
に
住
む
血
縁
関
係
に
あ
る

集
団
の
み
が
「
家
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
家
族
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。「
同
居
」
や
「
血
縁
」
に
よ
る

「
拘
束
要
因
」
と
し
て
の
「
家
族
」
が
揺
ら
ぎ
、「
個
人
」

が
「
支
援
要
因
」
と
し
て
「
選
択
的
」
に
結
ぶ
関
係
は
、

ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
「
個
人
化
」
の
進
行
と
同
時
に
、
家
族
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
も
必
然
的
に
進
行
す
る
。「
個
人
化
」
が

進
行
す
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
や
す
い
社
会
環
境
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
よ
り
、
今
後
の
家
族
の
変
容
と
し
て
、「
世
帯

の
小
規
模
化
」「
個
人
化
」「
多
様
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
に
関
し
て
住
宅
や
住
生
活

に
関
係
す
る
様
々
な
事
項
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
結
果

か
ら
、
対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題
と
し
て
、
次
の
６

つ
を
あ
げ
た
い
（
図
４
）。

① 

子
育
て
環
境
と
し
て
の
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
子
育
て
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
も
子
育
て

に
適
し
た
環
境
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
家
族
の
変
容
と
し
て
、
多
様
化
と
並
び
個
人
化
が
あ

げ
ら
れ
る
。「
個
人
単
位
で
家
族
的
現
象
を
み
る
見
か

た
」
は
家
族
社
会
学
に
お
い
て
家
族
を
認
識
す
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
換
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
変
化
の
方
向

と
し
て
は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
容
に
対
応
し
、
家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

高
齢
小
規
模
世
帯
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単
身
・

夫
婦
の
み
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ン
プ
テ
ィ

ネ
ス
ト
（
空
に
な
っ

た
巣
）」
の
期
間
が

20
年
を
超
え
る
ほ
ど

に
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
顕
著
に

増
加
ま
た
は
長
期
化

す
る
家
族
構
成
の
世

帯
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

④
子
育
て
・
介
護
・

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
場
と
し
て
の

住
宅
の
検
討 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
大
き

な
増
加
が
予
測
で
き

る
。
介
護
ま
で
は
必

要
が
な
く
と
も
、
家

事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
等
を
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
層
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
就

労
と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
場
と
し
て
の
住
宅
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
労
と
子
育
て
が
両
立

し
に
く
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
２
人
が
と
も
に
子

育
て
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
の
た
め
の
住
宅
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す

る
住
宅
の
検
討

　
単
身
者
や
複
数
世
帯
の
共
同
居

住
な
ど
必
ず
し
も
血
縁
に
よ
ら
な

い
家
族
、
家
族
の
分
散
居
住
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
居
住
な
ど
、
家
族
は

個
人
を
取
り
巻
く
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
し
く

み
と
し
て
の
住
宅
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
と
も
な
い
、
住
ま
い
が

対
応
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
次
稿
で
は
、
実
験
集
合

住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
居
住
実
験
を
通
じ
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
た
内
容
を
報

告
し
た
い
。（

大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

主
任
研
究
員
） 
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小子化高齢化に対応した住まい
                                －課題の抽出
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図１ 少子高齢化の要因図

男女の人口アンバランス 

比較優位性による分業の利益の低下 

パラサイトシングルの増加 

男女の出会い・お見合いの減少 

結婚に対する否定的情報の氾濫 

価値観の変化による結婚の相対化 

性別役割分担による結婚の非対称性 

結婚退職による逸失所得の増加 

子育て環境の欠如 

子どもの経済的価値の低下 

機会費用の増加 

経済的将来見通しの悪化 

父親の育児不参加 

育児ネットワークの欠如 

老後の子どもへの依存度の低下 

女性の高学歴化・賃金向上 

生活利便性向上と家事軽減 

親離れの遅れ 

ワークライフバランスの欠如 

支援サービスの欠如 (夜 間 ･ 休  日 ･  病児保育等 )
親子重視の家族観 

職場の理解不足 

家の狭さ等住宅の不適合 

子育てに対する社会の理解の欠如 

生活の高水準 

夫婦出生力の低下 

出生率低下 

非婚化・晩婚化 

死亡率低下による長寿化 

固定的な性別役割分担 

少子 
高齢化 

女性の高学歴化・賃金向上 

経済的将来見通しの悪化 

経済的将来見通しの悪化 

女性の高学歴化・賃金向上 

再就職の難しさ 

出産・子育て・教育費用の増加 

子どもの量から質への価値変化 

子どもの明るい将来が描きにくい 

子育ての困難に関する情報の氾濫 

ワークライフバランスの欠如 

婚外子の少なさ 

就労と子育ての両立の困難 

 *住宅計画に関係する項目やその影響を表す矢印を 
  枠囲み・太線にしている。  

図4　住宅計画に関係する事項と住宅計画の課題

子育て環境の欠如

就労と子育ての両立の困難

家の狭さ等住宅の不適合

支援サービスの欠如
（夜間・休日・病児保育等）

ワークライフバランスの欠如

老年・要介護人口の増加

サービス需要の増加

個人化

多様化
ネットワーク化

子育て環境としての
　　　　　　住宅の検討

多様なワークスタイルに
　　対応した住宅の検討

高齢小規模世帯に
　　対応した住宅の検討

子育て・介護・家事等の
サービス供給の場として
　　　　　の住宅の検討

家族の個人化に対応した
　　　　　　住宅の検討

個人のネットワークに
　　　資する住宅の検討

世帯の小規模化

出典：国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集2008年版、2008、 
　　　厚生労働省大臣官房統計情報部：平成18年簡易生命表より作成 

 

図2　少子高齢化の影響図

ライフサイクルモデルの変化
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護
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増
加 
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地
域
社
会
に
与
え
る
影
響 

● 

● 

● 

子
ど
も
や
子
育
て
へ
影
響

　　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に

も
大
き
く
寄
与
し
、
若
齢
化
と
高
齢
化
は
相
殺
さ
れ
、

結
果
と
し
て
平
均
寿
命
の
伸
長
は
あ
ま
り
大
き
く
人
口

構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
出
生
率
の
低
下
は
、
年
少
人
口
を
減
ら
す
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。
人
口
高
齢
化
の
最
大
の
要
因
が
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
の
計

算
上
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
主
に
「
非

婚
化
、
晩
婚
化
」
お
よ
び
「
夫
婦
出
生
力
の
低
下
」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
結
婚
行
動
の
変
化
、
つ
ま
り
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
出

生
率
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
低
下
の
最
大
要
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
男
女
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
１
９
７
５

年
頃
よ
り
３
〜
４
歳
向
上
し
、
現
在
で
は
男
性
約
30
歳
、

女
性
約
28
歳
と
な
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率
を
み
て
も
向
上
し
て

お
り
、
非
婚
化
も
進
行
し
て
い
る
。

　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
原
因
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
人
口
統
計
か
ら
み
る
説
明
が
あ
る
。
男
女
の
人

口
に
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
出

生
時
は
女
児
よ
り
男
児
の
出
生
割
合
が
高
い
上
に
、
死

産
や
乳
児
の
死
亡
率
は
低
下
し
、
例
え
ば
平
均
初
婚
年

齢
で
あ
る
28
歳
の
女
性
に
対
し
、30
歳
男
性
は
10
万
人

以
上
多
い
。
実
際
に
、
男
性
の
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率

は
女
性
よ
り
か
な
り
高
い
。

　
次
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
説
明
が
あ
る
。
現
代
で

は
女
性
の
学
歴
が
向
上
し
、
社
会
進
出
が
進
行
し
て
男

女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
家
電
品
や
コ
ン
ビ

ニ
の
存
在
が
家
事
を
軽
減
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
く
て

も
、
男
女
と
も
に
１
人
で
完
結
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性
の
賃
金
の
向
上
に
と

も
な
っ
て
、
結
婚
に
よ
っ
て
退
職
や
休
職
を
し
た
場
合
の

逸
失
所
得
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
会
費
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
視
点
と
し
て
は
、
現
代
日
本
の
状
況
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
い
う
概
念
か
ら
の
説
明
も

あ
る
。
親
元
に
留
ま
り
、
自
ら
の
収
入
レ
ベ
ル
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
保
つ
若
者
は
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
結
婚

生
活
に
期
待
す
る
生
活
水
準
も
高
く
、
結
婚
行
動
が
促
進

さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
近
年
の
経
済
不
況
や
日
本
経
済
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
失
業
者
の
増
加
、
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
は
、
若
者
の
収
入
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
結
婚
行
動

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
な
背
景
か
ら
の
説
明
も
諸
説
あ
る
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
阿
藤
（
※
１
）
は

諸
説
を
概
観
し
た
上
で
、「
強
固
な
性
別
役
割
分
業
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
多
く
の
女
性
が
よ
り
長
期
に
就
学
行
動
を
続

け
、
職
業
役
割
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
婚
に
と
も
な

う
家
庭
役
割
（
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
）
と
の
役
割
葛

藤
が
起
こ
り
、
二
者
択
一
的
状
況
下
で
家
庭
役
割
を
延
期

ま
た
は
放
棄
す
る
女
性
が
増
え
る
た
め
に
未
婚
化
、
少
子

化
が
起
こ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
」
と
紹
介
し
、
同
じ
内
容
の

指
摘
は
こ
の
他
に
も
多
く
あ
る
。

　
そ
し
て
、
若
年
層
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
か
ら
の

説
明
も
あ
る
。
女
性
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
以
外
の
も
の

に
目
を
向
け
、
自
己
実
現
を
は
か
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
結
婚
は
仕
事
や
勉
強
、
自
由
と
い
っ

た
事
柄
と
同
列
に
並
ぶ
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
結
婚
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
前
述
の
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
論
の
社
会
学

的
な
解
釈
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
も
親
子

関
係
を
重
視
す
る
日
本
に
お
け
る
家
族
観
や
、
親
に
尽

く
さ
れ
親
離
れ
が
遅
れ
る
若
者
の
増
加
等
か
ら
の
説
明

も
あ
る
。
そ
の
他
、
世
の
中
に
氾
濫
す
る
結
婚
に
関
す

る
情
報
が
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
が
多
い
こ

と
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
と
も
い

う
べ
き
「
お
見
合
い
」
に
よ
る
縁
組
み
が
減
少
し
、
男
女

の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
―
夫

婦
調
査
（
第
13
回
出
生
動
向
基
本
調
査
）」
に
よ
る
と
、

結
婚
持
続
期
間
15
〜
19
年
の
夫
婦
に
お
け
る
出
生
児
数

（
夫
婦
完
結
出
生
児
数
）
は
、
２
・
09
人
と
な
っ
て
お
り
、

１
９
７
２
年
以
降
、
初
め
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
夫
婦
に
た
ず
ね
た
平
均
理
想
子
ど
も
数
は
、
初

め
て
２
・
５
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
平
均
予
定
子
ど
も

数
も
、
前
回
調
査
を
下
回
る
２
・
11
人
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
子
ど
も
数
が
理
想
子
ど
も
数
を
下
回
る
の
は
35
・

３
％
の
夫
婦
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
ト
ッ
プ
で
65
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
）。
つ
い
で
「
高
年
齢

で
生
む
の
が
い
や
だ
か
ら
」
が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
「
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

い
」「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
」
が
21
・
６
％
、17
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、「
健
康
上
の
理
由
」「
欲
し
い
け

れ
ど
で
き
な
い
」
が
16
・
９
％
、16
・
３
％
で
そ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
次
に
「
家
が
狭
い
か
ら
」15
％
、「
夫
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
」13
・
８
％
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社

会
環
境
で
は
な
い
か
ら
」13
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
生
行
動
の
変
化
の
経
済
的
な
説
明
で
は
、
出
産
や

子
育
て
の
直
接
費
用
・
機
会
費
用
（
間
接
費
用
）
の
増
大

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　『
平
成
17
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
大
卒
の
女

性
標
準
労
働
者
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
定
年
（
60

歳
）
ま
で
勤
務
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
２
人
の
子
ど
も

を
産
ん
で
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
同
一
企
業
に
復
職

し
た
場
合
の
逸
失
所
得
は
１
９
１
０
万
円
、
第
１
子
出
産

を
機
に
退
職
し
第
２
子
出
産
後
６

年
を
経
過
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
２

億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
か
か
る
直
接
費
用
は
１

人
目
で
１
３
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
（
※
２
）
は
、「『
子
ど
も

は
自
分
で
は
産
ま
ず
（
つ
く
ら
ず
）、

他
人
に
産
ん
で
育
て
て
も
ら
う
。
そ

し
て
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
産
ん

で
育
て
た
子
ど
も
に
年
金
等
で
面

倒
を
み
て
も
ら
う
』
―
結
果
的
に
、

こ
れ
が
今
も
っ
と
も
ラ
ク
で
あ
り
、

ト
ク
な
選
択
で
あ
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　
社
会
的
背
景
か
ら
の
説
明
で
は
、

ま
ず
子
育
て
環
境
、
就
労
と
育
児
の

両
立
で
き
る
環
境
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。
課
題
は
保
育
園
の
待
機

児
童
数
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
病
児

保
育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
も
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
実
際
に
は

両
親
の
親
に
よ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
母
親

の
就
労
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
を
預
け
な
が
ら
働
く
雇
用

者
に
対
す
る
職
場
の
理
解
も
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

場
合
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か

ら
の
説
明
で
あ
る
。
日
本
で
は
家
族
内
で
の
性
別
役
割

分
担
の
意
識
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
働
く
母
親
は
、
仕

事
に
加
え
家
事
と
子
育
て
を
孤
立
無
援
で
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

『
平
成
19
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
父
親
の
育

児
参
加
の
無
い
場
合
、
有
る
場
合
と
比
べ
て
妻
の
出
産

意
欲
が
低
い
と
い
う
相
関
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
就
業

の
継
続
や
自
己
実
現
を
望
む
女
性
に
と
っ
て
、
子
ど
も

を
産
む
と
い
う
選
択
を
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
後
の
子
ど
も
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
、
家
が
狭
い
な
ど
の
住
宅
の
課
題
、
社
会

情
勢
に
不
安
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
が
持
ち

に
く
い
こ
と
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
希
薄
と
な
り
、
親
が
子
育
て
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理
し
、
図
１
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ン
チ
ャ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
深
く
住
宅
や
住
環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
、「
子
育

て
環
境
の
欠
如
」
と
「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
困
難
」

で
あ
る
。
図
１
よ
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
に
影
響
し
て
い

る
小
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
住
宅
計
画
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、「
家
の
狭
さ
等
住
宅
の
不
適
合
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
仕

事
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
近
年
の
状
況

を
考
え
る
と
、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
（
夜
間
・
休
日
・

病
児
保
育
等
）」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
」

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
労
働
力
人
口
の
低
下
が
あ

げ
ら
れ
る
。
永
瀬
（
※
３
）
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
（
２
０
０
２
）
の
中
位
推

計
値
と
、
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
を
用
い
て
、
将
来
の
労
働
・
非
労
働
力
人

口
を
予
測
し
、
出
生
率
回
復
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
労

働
力
人
口
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
か
ら
、
出
生
率
回
復
の
政
策
は
、
現
在
の
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
影
響
す
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
も
の

で
な
け
れ
ば
２
０
４
０
年
時
点
で
有
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
２
０
４
０
年
の
労
働
力
構
成
に
実
際
に
影
響
を

与
え
る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
出
生
行
動
の
変
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、

か
な
り
楽
観
的
な
見
か
た
か
ら
悲
観
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
が
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
諸
説
を
み
る
限
り
、

諸
策
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
限
り
、
あ
ま
り
楽
観
的

な
見
か
た
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
八

代
（
※
２
）
は
、
子
ど
も
は
社
会
に
と
っ
て
、
将
来
の
生
産

活
動
を
支
え
る
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

者
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
供
給
の

減
少
は
、
投
資
や
貯
蓄
を
減
ら
し
、
人
口
１
人
当
た
り
で

み
た
場
合
で
も
、
所
得
の
向
上
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因

と
な
る
と
し
て
い
る
。
青
木
・
蓬
田
（
※
１
）
は
、
人
口
が
減

少
し
た
場
合
、
国
の
経
済
規
模
が
減
少
す
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
所
得
も
、
か
な
り
の
技

術
進
歩
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
年
金
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
く
、
医
療
費
や
税
な
ど
も
含
め
て
国
民
負
担
の
大
き

な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
負
担
の
増
加

は
、
子
育
て
期
の
若
年
世
帯
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
少

子
化
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
勤

労
意
欲
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
感
の
低
下
を

生
起
し
、
経
済
社
会
の
安
定
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
介
護
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

性
別
・
年
齢
ご
と
の
要
介
護
発
生
率
が
将
来
も
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
る
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
の
変
化
を
計
算
す

る
と
、
前
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
は
数
十
年
後
も
あ

ま
り
変
化
せ
ず
４
％
足
ら
ず
で
あ
り
、
多
く
が
健
常
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
と
も
な
い
年
齢
構
造
が
変
わ

る
た
め
、
要
介
護
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
５

０
年
で
は
約
３
割
が
要
介
護
者
と
な
る
。

　
地
域
社
会
の
姿
も
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化

に
よ
り
地
域
社
会
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
行
す

る
。
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
、

労
働
力
が
減
少
し
地
域
経
済
が
衰
退
す
る
こ
と
、
そ
の

結
果
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
人
口
が
流
出
し
、
さ
ら
な
る

過
疎
化
・
少
子
化
が
進
行
し
、
地
域
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
と
は
、
あ
る
一
定
範
囲
の
広
が
り
の
中
で

成
立
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
同
体
と
と
も
に
、
そ
の
伝

統
・
文
化
も
消
失
す
る
。
ま
た
、
共
同
体
が
維
持
す
べ
き

生
活
に
必
要
な
機
能
、
例
え
ば
医
療
や
教
育
、
防
犯
な

ど
の
社
会
的
な
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
医
療
や
教
育
は
、
す
で
に
集
約
化
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
家
か
ら
小
学
校
ま
で
歩
い
て
２
時

間
も
か
か
る
と
な
れ
ば
通
え
な
い
。
医
療
の
集
約
化
は
、

遠
方
患
者
の
切
り
捨
て
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
都
道
府
県
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
19
年
５
月
推
計
）
に
よ
る
都
道
府

県
ご
と
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
、
特

に
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
は
少
子
化
と
と
も
に
、
人
口
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
少
子
化
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
は
、
子
ど
も
が

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を
も
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
進
行
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
の
接
触

経
験
の
少
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
を
産
む
母
親
も
増
加
す

る
。
育
児
に
強
く
戸
惑
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り

す
る
母
親
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
図
２
の

少
子
高
齢
化
の
影
響
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
中
、
住
ま
い
に
関
係
す
る
主
な
項
目
は
、「
老
年
・

要
介
護
人
口
の
増
加
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
世
帯
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
世
帯

の
小
規
模
化
や
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
の
減

少
が
、
統
計
上
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
も
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

　
図
３
は
、
夫
婦
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
モ
デ
ル
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
人
生
が
長
く
な
り
、
特
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
後
、
ま
た
は

リ
タ
イ
ア
後
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２

の
人
生
」
の
期
間
が
非
常
に
長
く

な
る
。
個
人
は
長
い
第
２
の
人
生

を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
ど
こ
で
誰

と
暮
ら
す
の
か
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
様
々
な
選
択
や
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
長
い
人

生
に
お
い
て
は
、
学
び
、
就
職
し
、

結
婚
し
、
子
ど
も
を
つ
く
り
育
て

る
と
い
う
順
番
す
ら
、
あ
る
程
度
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
タ
イ
ア
後
に
学
ん
だ
り
、
子
育
て
後
に
働
い

た
り
、
様
々
に
人
生
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
個
人
の
選
択
肢
は
幅
広
く
な
り
、
結
果
と
し
て
「
個

人
化
」
と
「
多
様
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
非
親
族
世
帯
は
、
そ
の
数
は
少
な
い
も

の
の
増
加
し
て
い
る
。
上
野
（
※
４
）
は
家
族
構
成

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
を
家
族
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
主
観
的
な
家
族
の
範
囲
は
、
同

じ
家
族
に
属
し
て
い
て
も
個
人
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
家

族
の
多
様
化
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
同
じ
住
居
に
住
む
血
縁
関
係
に
あ
る

集
団
の
み
が
「
家
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
家
族
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。「
同
居
」
や
「
血
縁
」
に
よ
る

「
拘
束
要
因
」
と
し
て
の
「
家
族
」
が
揺
ら
ぎ
、「
個
人
」

が
「
支
援
要
因
」
と
し
て
「
選
択
的
」
に
結
ぶ
関
係
は
、

ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
「
個
人
化
」
の
進
行
と
同
時
に
、
家
族
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
も
必
然
的
に
進
行
す
る
。「
個
人
化
」
が

進
行
す
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
や
す
い
社
会
環
境
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
よ
り
、
今
後
の
家
族
の
変
容
と
し
て
、「
世
帯

の
小
規
模
化
」「
個
人
化
」「
多
様
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
に
関
し
て
住
宅
や
住
生
活

に
関
係
す
る
様
々
な
事
項
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
結
果

か
ら
、
対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題
と
し
て
、
次
の
６

つ
を
あ
げ
た
い
（
図
４
）。

① 

子
育
て
環
境
と
し
て
の
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
子
育
て
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
も
子
育
て

に
適
し
た
環
境
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
家
族
の
変
容
と
し
て
、
多
様
化
と
並
び
個
人
化
が
あ

げ
ら
れ
る
。「
個
人
単
位
で
家
族
的
現
象
を
み
る
見
か

た
」
は
家
族
社
会
学
に
お
い
て
家
族
を
認
識
す
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
換
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
変
化
の
方
向

と
し
て
は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
容
に
対
応
し
、
家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

高
齢
小
規
模
世
帯
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単
身
・

夫
婦
の
み
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ン
プ
テ
ィ

ネ
ス
ト
（
空
に
な
っ

た
巣
）」
の
期
間
が

20
年
を
超
え
る
ほ
ど

に
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
顕
著
に

増
加
ま
た
は
長
期
化

す
る
家
族
構
成
の
世

帯
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

④
子
育
て
・
介
護
・

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
場
と
し
て
の

住
宅
の
検
討 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
大
き

な
増
加
が
予
測
で
き

る
。
介
護
ま
で
は
必

要
が
な
く
と
も
、
家

事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
等
を
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
層
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
就

労
と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
場
と
し
て
の
住
宅
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
労
と
子
育
て
が
両
立

し
に
く
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
２
人
が
と
も
に
子

育
て
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
の
た
め
の
住
宅
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す

る
住
宅
の
検
討

　
単
身
者
や
複
数
世
帯
の
共
同
居

住
な
ど
必
ず
し
も
血
縁
に
よ
ら
な

い
家
族
、
家
族
の
分
散
居
住
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
居
住
な
ど
、
家
族
は

個
人
を
取
り
巻
く
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
し
く

み
と
し
て
の
住
宅
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
と
も
な
い
、
住
ま
い
が

対
応
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
次
稿
で
は
、
実
験
集
合

住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
居
住
実
験
を
通
じ
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
た
内
容
を
報

告
し
た
い
。（

大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
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文
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研
究
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主
任
研
究
員
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小子化高齢化に対応した住まい
                                －課題の抽出
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住まい・生活分野



図１ 少子高齢化の要因図

男女の人口アンバランス 

比較優位性による分業の利益の低下 

パラサイトシングルの増加 

男女の出会い・お見合いの減少 

結婚に対する否定的情報の氾濫 

価値観の変化による結婚の相対化 

性別役割分担による結婚の非対称性 

結婚退職による逸失所得の増加 

子育て環境の欠如 

子どもの経済的価値の低下 

機会費用の増加 

経済的将来見通しの悪化 

父親の育児不参加 

育児ネットワークの欠如 

老後の子どもへの依存度の低下 

女性の高学歴化・賃金向上 

生活利便性向上と家事軽減 

親離れの遅れ 

ワークライフバランスの欠如 

支援サービスの欠如 (夜 間 ･ 休  日 ･  病児保育等 )
親子重視の家族観 

職場の理解不足 

家の狭さ等住宅の不適合 

子育てに対する社会の理解の欠如 

生活の高水準 

夫婦出生力の低下 

出生率低下 

非婚化・晩婚化 

死亡率低下による長寿化 

固定的な性別役割分担 

少子 
高齢化 

女性の高学歴化・賃金向上 

経済的将来見通しの悪化 

経済的将来見通しの悪化 

女性の高学歴化・賃金向上 

再就職の難しさ 

出産・子育て・教育費用の増加 

子どもの量から質への価値変化 

子どもの明るい将来が描きにくい 

子育ての困難に関する情報の氾濫 

ワークライフバランスの欠如 

婚外子の少なさ 

就労と子育ての両立の困難 

 *住宅計画に関係する項目やその影響を表す矢印を 
  枠囲み・太線にしている。  

図4　住宅計画に関係する事項と住宅計画の課題

子育て環境の欠如

就労と子育ての両立の困難

家の狭さ等住宅の不適合

支援サービスの欠如
（夜間・休日・病児保育等）

ワークライフバランスの欠如

老年・要介護人口の増加

サービス需要の増加

個人化

多様化
ネットワーク化

子育て環境としての
　　　　　　住宅の検討

多様なワークスタイルに
　　対応した住宅の検討

高齢小規模世帯に
　　対応した住宅の検討

子育て・介護・家事等の
サービス供給の場として
　　　　　の住宅の検討

家族の個人化に対応した
　　　　　　住宅の検討

個人のネットワークに
　　　資する住宅の検討

世帯の小規模化

出典：国立社会保障・人口問題研究所：人口統計資料集2008年版、2008、 
　　　厚生労働省大臣官房統計情報部：平成18年簡易生命表より作成 

 

図2　少子高齢化の影響図

ライフサイクルモデルの変化

CEL

はじめに 

● 

● 

● 

介
護
需
要
の
増
加 

● 

● 

● 

地
域
社
会
に
与
え
る
影
響 

● 

● 

● 

子
ど
も
や
子
育
て
へ
影
響

　　
少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
住
宅
の
課
題
に
つ
い
て
、
主
に
文

献
調
査
等
に
よ
り
、「
少
子
高
齢
化
の
緩
和
（
要
因
の
抑
制
）」

「
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
へ
の
対
応
」「
少
子
高
齢
化
に
と

も
な
う
家
族
や
世
帯
の
変
化
へ
の
対
応
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

か
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
少
子
高
齢
化
の
要
因
だ
が
、
少
子
化
の
要
因
は
出
生
率

の
低
下
で
あ
る
。
一
方
、
高
齢
化
の
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、

平
均
寿
命
の
伸
長
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

戦
後
の
平
均
寿
命
の
伸
長
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
は
、
乳

幼
児
の
死
亡
率
の
大
き
な
低
下
で
あ
る
。
平
均
寿
命
は
死
亡
率

が
計
算
根
拠
で
あ
る
が
、
死
亡
率
の
低
下
は
乳
幼
児
の
増
加
に

も
大
き
く
寄
与
し
、
若
齢
化
と
高
齢
化
は
相
殺
さ
れ
、

結
果
と
し
て
平
均
寿
命
の
伸
長
は
あ
ま
り
大
き
く
人
口

構
造
に
影
響
を
与
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
、
出
生
率
の
低
下
は
、
年
少
人
口
を
減
ら
す
こ
と

に
し
か
な
ら
な
い
。
人
口
高
齢
化
の
最
大
の
要
因
が
出

生
率
の
低
下
で
あ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
も
実
際
の
計

算
上
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
主
に
「
非

婚
化
、
晩
婚
化
」
お
よ
び
「
夫
婦
出
生
力
の
低
下
」
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　
結
婚
行
動
の
変
化
、
つ
ま
り
晩
婚
化
や
非
婚
化
は
、
出

生
率
に
大
き
く
影
響
し
、
そ
の
低
下
の
最
大
要
因
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
男
女
の
平
均
初
婚
年
齢
は
、
１
９
７
５

年
頃
よ
り
３
〜
４
歳
向
上
し
、
現
在
で
は
男
性
約
30
歳
、

女
性
約
28
歳
と
な
り
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率
を
み
て
も
向
上
し
て

お
り
、
非
婚
化
も
進
行
し
て
い
る
。

　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
原
因
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
人
口
統
計
か
ら
み
る
説
明
が
あ
る
。
男
女
の
人

口
に
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
る
。
も
と
も
と
出

生
時
は
女
児
よ
り
男
児
の
出
生
割
合
が
高
い
上
に
、
死

産
や
乳
児
の
死
亡
率
は
低
下
し
、
例
え
ば
平
均
初
婚
年

齢
で
あ
る
28
歳
の
女
性
に
対
し
、30
歳
男
性
は
10
万
人

以
上
多
い
。
実
際
に
、
男
性
の
未
婚
率
や
生
涯
未
婚
率

は
女
性
よ
り
か
な
り
高
い
。

　
次
に
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
説
明
が
あ
る
。
現
代
で

は
女
性
の
学
歴
が
向
上
し
、
社
会
進
出
が
進
行
し
て
男

女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
さ
ら
に
家
電
品
や
コ
ン
ビ

ニ
の
存
在
が
家
事
を
軽
減
し
て
い
る
。
結
婚
し
な
く
て

も
、
男
女
と
も
に
１
人
で
完
結
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
っ
た
。
ま
た
女
性
の
賃
金
の
向
上
に
と

も
な
っ
て
、
結
婚
に
よ
っ
て
退
職
や
休
職
を
し
た
場
合
の

逸
失
所
得
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
機
会
費
用
は
増
加

し
て
い
る
。

　
経
済
的
な
視
点
と
し
て
は
、
現
代
日
本
の
状
況
を
踏
ま

え
、
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
い
う
概
念
か
ら
の
説
明
も

あ
る
。
親
元
に
留
ま
り
、
自
ら
の
収
入
レ
ベ
ル
よ
り
も
高

い
生
活
水
準
を
保
つ
若
者
は
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
と
呼

ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
結
婚

生
活
に
期
待
す
る
生
活
水
準
も
高
く
、
結
婚
行
動
が
促
進

さ
れ
に
く
い
。
ま
た
、
近
年
の
経
済
不
況
や
日
本
経
済
の

構
造
的
な
変
化
に
よ
る
失
業
者
の
増
加
、
非
正
規
雇
用
者

の
増
加
は
、
若
者
の
収
入
を
低
下
さ
せ
、
よ
り
結
婚
行
動

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル

を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
的
な
背
景
か
ら
の
説
明
も
諸
説
あ
る
。
ま
ず
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
の
説
明
と
し
て
は
、
阿
藤
（
※
１
）
は

諸
説
を
概
観
し
た
上
で
、「
強
固
な
性
別
役
割
分
業
シ
ス
テ

ム
の
も
と
で
多
く
の
女
性
が
よ
り
長
期
に
就
学
行
動
を
続

け
、
職
業
役
割
を
継
続
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
婚
に
と
も
な

う
家
庭
役
割
（
出
産
、
育
児
、
家
事
、
介
護
）
と
の
役
割
葛

藤
が
起
こ
り
、
二
者
択
一
的
状
況
下
で
家
庭
役
割
を
延
期

ま
た
は
放
棄
す
る
女
性
が
増
え
る
た
め
に
未
婚
化
、
少
子

化
が
起
こ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
」
と
紹
介
し
、
同
じ
内
容
の

指
摘
は
こ
の
他
に
も
多
く
あ
る
。

　
そ
し
て
、
若
年
層
の
価
値
観
の
変
化
・
多
様
化
か
ら
の

説
明
も
あ
る
。
女
性
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
以
外
の
も
の

に
目
を
向
け
、
自
己
実
現
を
は
か
り
た
い
と
い
う
欲
求
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
結
婚
は
仕
事
や
勉
強
、
自
由
と
い
っ

た
事
柄
と
同
列
に
並
ぶ
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
結
婚
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
は
低
下
し
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
前
述
の
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン
グ
ル
論
の
社
会
学

的
な
解
釈
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
よ
り
も
親
子

関
係
を
重
視
す
る
日
本
に
お
け
る
家
族
観
や
、
親
に
尽

く
さ
れ
親
離
れ
が
遅
れ
る
若
者
の
増
加
等
か
ら
の
説
明

も
あ
る
。
そ
の
他
、
世
の
中
に
氾
濫
す
る
結
婚
に
関
す

る
情
報
が
、
女
性
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
が
多
い
こ

と
、
日
本
の
伝
統
的
な
結
婚
の
仲
介
シ
ス
テ
ム
と
も
い

う
べ
き
「
お
見
合
い
」
に
よ
る
縁
組
み
が
減
少
し
、
男
女

の
出
会
い
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
２
０
０
５
年
に
行
わ
れ
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
「
結
婚
と
出
産
に
関
す
る
全
国
調
査
―
夫

婦
調
査
（
第
13
回
出
生
動
向
基
本
調
査
）」
に
よ
る
と
、

結
婚
持
続
期
間
15
〜
19
年
の
夫
婦
に
お
け
る
出
生
児
数

（
夫
婦
完
結
出
生
児
数
）
は
、
２
・
09
人
と
な
っ
て
お
り
、

１
９
７
２
年
以
降
、
初
め
て
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
夫
婦
に
た
ず
ね
た
平
均
理
想
子
ど
も
数
は
、
初

め
て
２
・
５
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
平
均
予
定
子
ど
も

数
も
、
前
回
調
査
を
下
回
る
２
・
11
人
と
な
っ
て
い
る
。

予
定
子
ど
も
数
が
理
想
子
ど
も
数
を
下
回
る
の
は
35
・

３
％
の
夫
婦
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
「
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
的
な
理
由
が
ト
ッ
プ
で
65
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
）。
つ
い
で
「
高
年
齢

で
生
む
の
が
い
や
だ
か
ら
」
が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
「
育
児
の
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

い
」「
自
分
の
仕
事
に
差
し
支
え
る
」
が
21
・
６
％
、17
・

５
％
と
な
っ
て
お
り
、「
健
康
上
の
理
由
」「
欲
し
い
け

れ
ど
で
き
な
い
」
が
16
・
９
％
、16
・
３
％
で
そ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
次
に
「
家
が
狭
い
か
ら
」15
％
、「
夫
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
」13
・
８
％
、「
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社

会
環
境
で
は
な
い
か
ら
」13
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
生
行
動
の
変
化
の
経
済
的
な
説
明
で
は
、
出
産
や

子
育
て
の
直
接
費
用
・
機
会
費
用
（
間
接
費
用
）
の
増
大

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　『
平
成
17
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
大
卒
の
女

性
標
準
労
働
者
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
定
年
（
60

歳
）
ま
で
勤
務
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
２
人
の
子
ど
も

を
産
ん
で
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
同
一
企
業
に
復
職

し
た
場
合
の
逸
失
所
得
は
１
９
１
０
万
円
、
第
１
子
出
産

を
機
に
退
職
し
第
２
子
出
産
後
６

年
を
経
過
し
て
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
再
就
職
し
た
場
合
は
２

億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
に
か
か
る
直
接
費
用
は
１

人
目
で
１
３
０
２
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
（
※
２
）
は
、「『
子
ど
も

は
自
分
で
は
産
ま
ず
（
つ
く
ら
ず
）、

他
人
に
産
ん
で
育
て
て
も
ら
う
。
そ

し
て
年
を
と
っ
た
ら
他
人
が
産
ん

で
育
て
た
子
ど
も
に
年
金
等
で
面

倒
を
み
て
も
ら
う
』
―
結
果
的
に
、

こ
れ
が
今
も
っ
と
も
ラ
ク
で
あ
り
、

ト
ク
な
選
択
で
あ
る
」
と
表
現
し
て

い
る
。

　
社
会
的
背
景
か
ら
の
説
明
で
は
、

ま
ず
子
育
て
環
境
、
就
労
と
育
児
の

両
立
で
き
る
環
境
の
未
整
備
が
あ

げ
ら
れ
る
。
課
題
は
保
育
園
の
待
機

児
童
数
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
病
児

保
育
や
夜
間
保
育
、
休
日
保
育
も
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
実
際
に
は

両
親
の
親
に
よ
る
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
、
母
親

の
就
労
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
子
ど
も
を
預
け
な
が
ら
働
く
雇
用

者
に
対
す
る
職
場
の
理
解
も
、
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い

場
合
も
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か

ら
の
説
明
で
あ
る
。
日
本
で
は
家
族
内
で
の
性
別
役
割

分
担
の
意
識
が
ま
だ
ま
だ
根
強
く
、
働
く
母
親
は
、
仕

事
に
加
え
家
事
と
子
育
て
を
孤
立
無
援
で
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。

『
平
成
19
年
版
国
民
生
活
白
書
』
に
よ
る
と
、
父
親
の
育

児
参
加
の
無
い
場
合
、
有
る
場
合
と
比
べ
て
妻
の
出
産

意
欲
が
低
い
と
い
う
相
関
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
就
業

の
継
続
や
自
己
実
現
を
望
む
女
性
に
と
っ
て
、
子
ど
も

を
産
む
と
い
う
選
択
を
し
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
後
の
子
ど
も
に
対
す
る
依
存
度
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
、
家
が
狭
い
な
ど
の
住
宅
の
課
題
、
社
会

情
勢
に
不
安
が
あ
り
、
子
ど
も
の
将
来
に
希
望
が
持
ち

に
く
い
こ
と
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
希
薄
と
な
り
、
親
が
子
育
て
に
自
信
を
持
て
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
整
理
し
、
図
１
の
よ
う
な
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ボ
ー
ン
チ
ャ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
深
く
住
宅
や
住
環
境
に
関
係
す
る
項
目
は
、「
子
育

て
環
境
の
欠
如
」
と
「
就
労
と
子
育
て
の
両
立
の
困
難
」

で
あ
る
。
図
１
よ
り
、
そ
れ
ら
の
項
目
に
影
響
し
て
い

る
小
項
目
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
住
宅
計
画
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
、「
家
の
狭
さ
等
住
宅
の
不
適
合
」
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
住
宅
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
仕

事
を
し
た
り
す
る
機
会
が
増
加
し
て
い
る
近
年
の
状
況

を
考
え
る
と
、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
欠
如
（
夜
間
・
休
日
・

病
児
保
育
等
）」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
欠
如
」

も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
労
働
力
人
口
の
低
下
が
あ

げ
ら
れ
る
。
永
瀬
（
※
３
）
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
将
来
人
口
推
計
（
２
０
０
２
）
の
中
位
推

計
値
と
、
２
０
０
０
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
男
女
年
齢

別
労
働
力
率
を
用
い
て
、
将
来
の
労
働
・
非
労
働
力
人

口
を
予
測
し
、
出
生
率
回
復
の
時
期
の
違
い
に
よ
る
労

働
力
人
口
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
か
ら
、
出
生
率
回
復
の
政
策
は
、
現
在
の
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
影
響
す
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
も
の

で
な
け
れ
ば
２
０
４
０
年
時
点
で
有
効
と
は
な
ら
な
い

こ
と
、
２
０
４
０
年
の
労
働
力
構
成
に
実
際
に
影
響
を

与
え
る
に
は
、
か
な
り
大
き
な
出
生
行
動
の
変
化
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
関
し
て
は
、

か
な
り
楽
観
的
な
見
か
た
か
ら
悲
観
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
が
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
諸
説
を
み
る
限
り
、

諸
策
の
効
果
が
あ
が
ら
な
い
限
り
、
あ
ま
り
楽
観
的

な
見
か
た
が
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
八

代
（
※
２
）
は
、
子
ど
も
は
社
会
に
と
っ
て
、
将
来
の
生
産

活
動
を
支
え
る
労
働
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
費

者
で
あ
り
、
経
済
活
動
の
基
礎
と
な
る
労
働
力
供
給
の

減
少
は
、
投
資
や
貯
蓄
を
減
ら
し
、
人
口
１
人
当
た
り
で

み
た
場
合
で
も
、
所
得
の
向
上
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因

と
な
る
と
し
て
い
る
。
青
木
・
蓬
田
（
※
１
）
は
、
人
口
が
減

少
し
た
場
合
、
国
の
経
済
規
模
が
減
少
す
る
の
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
り
、
人
口
１
人
当
た
り
の
所
得
も
、
か
な
り
の
技

術
進
歩
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
年
金
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
く
、
医
療
費
や
税
な
ど
も
含
め
て
国
民
負
担
の
大
き

な
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
民
負
担
の
増
加

は
、
子
育
て
期
の
若
年
世
帯
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
り
、
少

子
化
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
勤

労
意
欲
の
低
下
や
社
会
保
障
制
度
へ
の
信
頼
感
の
低
下
を

生
起
し
、
経
済
社
会
の
安
定
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
介
護
者
が
増
加
す
る
こ
と
も
大
き
な
懸
念
事
項
で
あ
る
。

性
別
・
年
齢
ご
と
の
要
介
護
発
生
率
が
将
来
も
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、
年
齢
構
造
の
変
化
に
よ
る
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
の
変
化
を
計
算
す

る
と
、
前
期
高
齢
者
の
要
介
護
者
割
合
は
数
十
年
後
も
あ

ま
り
変
化
せ
ず
４
％
足
ら
ず
で
あ
り
、
多
く
が
健
常
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
後
期
高
齢
者
に
な
る
と
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
に
と
も
な
い
年
齢
構
造
が
変
わ

る
た
め
、
要
介
護
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
き
、
２
０
５

０
年
で
は
約
３
割
が
要
介
護
者
と
な
る
。

　
地
域
社
会
の
姿
も
変
化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化

に
よ
り
地
域
社
会
の
人
口
は
減
少
し
、
高
齢
化
も
進
行
す

る
。
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
地

域
社
会
が
共
同
体
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
、

労
働
力
が
減
少
し
地
域
経
済
が
衰
退
す
る
こ
と
、
そ
の

結
果
、
さ
ら
に
地
域
か
ら
人
口
が
流
出
し
、
さ
ら
な
る

過
疎
化
・
少
子
化
が
進
行
し
、
地
域
格
差
が
拡
大
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
地
域
社
会
と
は
、
あ
る
一
定
範
囲
の
広
が
り
の
中
で

成
立
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
る
。
過
疎
化
や
高
齢
化
に

よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
共
同
体
と
と
も
に
、
そ
の
伝

統
・
文
化
も
消
失
す
る
。
ま
た
、
共
同
体
が
維
持
す
べ
き

生
活
に
必
要
な
機
能
、
例
え
ば
医
療
や
教
育
、
防
犯
な

ど
の
社
会
的
な
機
能
も
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
医
療
や
教
育
は
、
す
で
に
集
約
化
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
家
か
ら
小
学
校
ま
で
歩
い
て
２
時

間
も
か
か
る
と
な
れ
ば
通
え
な
い
。
医
療
の
集
約
化
は
、

遠
方
患
者
の
切
り
捨
て
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
都
道
府
県
の
将

来
推
計
人
口
（
平
成
19
年
５
月
推
計
）
に
よ
る
都
道
府

県
ご
と
の
将
来
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
、
特

に
首
都
圏
に
人
口
が
集
中
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
結
局
は
少
子
化
と
と
も
に
、
人
口
、
そ
し

て
サ
ー
ビ
ス
等
の
産
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い
く
可

能
性
が
あ
る
。

　
少
子
化
が
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
は
、
子
ど
も
が

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
を
も
奪
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
進
行
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
社
会
性
が
育
ま
れ
に
く
く

な
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
乳
幼
児
と
の
接
触

経
験
の
少
な
い
ま
ま
に
子
ど
も
を
産
む
母
親
も
増
加
す

る
。
育
児
に
強
く
戸
惑
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り

す
る
母
親
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
少
子
高
齢
化
の
帰
結
や
影
響
に
つ
い
て
は
、
図
２
の

少
子
高
齢
化
の
影
響
図
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

図
２
中
、
住
ま
い
に
関
係
す
る
主
な
項
目
は
、「
老
年
・

要
介
護
人
口
の
増
加
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
」
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
家
族
や
世
帯
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
世
帯

の
小
規
模
化
や
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
の
減

少
が
、
統
計
上
す
で
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
他
に
も
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

　
図
３
は
、
夫
婦
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
を
モ
デ
ル
的
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
社
会
に
お

い
て
は
、
人
生
が
長
く
な
り
、
特
に

子
ど
も
が
独
立
し
た
後
、
ま
た
は

リ
タ
イ
ア
後
の
い
わ
ゆ
る
「
第
２

の
人
生
」
の
期
間
が
非
常
に
長
く

な
る
。
個
人
は
長
い
第
２
の
人
生

を
ど
う
過
ご
す
の
か
、
ど
こ
で
誰

と
暮
ら
す
の
か
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
と

い
う
様
々
な
選
択
や
決
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
長
い
人

生
に
お
い
て
は
、
学
び
、
就
職
し
、

結
婚
し
、
子
ど
も
を
つ
く
り
育
て

る
と
い
う
順
番
す
ら
、
あ
る
程
度
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
タ
イ
ア
後
に
学
ん
だ
り
、
子
育
て
後
に
働
い

た
り
、
様
々
に
人
生
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
個
人
の
選
択
肢
は
幅
広
く
な
り
、
結
果
と
し
て
「
個

人
化
」
と
「
多
様
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
非
親
族
世
帯
は
、
そ
の
数
は
少
な
い
も

の
の
増
加
し
て
い
る
。
上
野
（
※
４
）
は
家
族
構
成

員
の
一
人
ひ
と
り
が
、
誰
を
家
族
だ
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
そ
の
主
観
的
な
家
族
の
範
囲
は
、
同

じ
家
族
に
属
し
て
い
て
も
個
人
に
よ
っ
て
違
い

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
家

族
の
多
様
化
の
一
端
を
表
し
て
い
る
と
同
時
に
、

必
ず
し
も
同
じ
住
居
に
住
む
血
縁
関
係
に
あ
る

集
団
の
み
が
「
家
族
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
家
族
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。「
同
居
」
や
「
血
縁
」
に
よ
る

「
拘
束
要
因
」
と
し
て
の
「
家
族
」
が
揺
ら
ぎ
、「
個
人
」

が
「
支
援
要
因
」
と
し
て
「
選
択
的
」
に
結
ぶ
関
係
は
、

ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
「
個
人
化
」
の
進
行
と
同
時
に
、
家
族
の
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
も
必
然
的
に
進
行
す
る
。「
個
人
化
」
が

進
行
す
る
か
ら
こ
そ
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
や
す
い
社
会
環
境
が
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
よ
り
、
今
後
の
家
族
の
変
容
と
し
て
、「
世
帯

の
小
規
模
化
」「
個
人
化
」「
多
様
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
に
関
し
て
住
宅
や
住
生
活

に
関
係
す
る
様
々
な
事
項
を
抽
出
し
た
が
、
そ
の
結
果

か
ら
、
対
応
す
べ
き
住
ま
い
の
課
題
と
し
て
、
次
の
６

つ
を
あ
げ
た
い
（
図
４
）。

① 

子
育
て
環
境
と
し
て
の
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
子
育
て
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
も
子
育
て

に
適
し
た
環
境
と
し
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

② 

家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
家
族
の
変
容
と
し
て
、
多
様
化
と
並
び
個
人
化
が
あ

げ
ら
れ
る
。「
個
人
単
位
で
家
族
的
現
象
を
み
る
見
か

た
」
は
家
族
社
会
学
に
お
い
て
家
族
を
認
識
す
る
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
変
換
と
ま
で
い
わ
れ
て
お
り
、
変
化
の
方
向

と
し
て
は
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
変
容
に
対
応
し
、
家
族
の
個
人
化
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

③ 

高
齢
小
規
模
世
帯
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
の
単
身
・

夫
婦
の
み
世
帯
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
が
独
立
し
た
後
の
夫
婦
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
ン
プ
テ
ィ

ネ
ス
ト
（
空
に
な
っ

た
巣
）」
の
期
間
が

20
年
を
超
え
る
ほ
ど

に
長
期
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
顕
著
に

増
加
ま
た
は
長
期
化

す
る
家
族
構
成
の
世

帯
に
対
応
し
た
住
宅

の
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

④
子
育
て
・
介
護
・

家
事
等
の
サ
ー
ビ
ス

供
給
の
場
と
し
て
の

住
宅
の
検
討 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
需
要
の
大
き

な
増
加
が
予
測
で
き

る
。
介
護
ま
で
は
必

要
が
な
く
と
も
、
家

事
や
ち
ょ
っ
と
し
た
作
業
等
を
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
層
は
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
就

労
と
子
育
て
の
両
立
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
子
育
て
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
の
場
と
し
て
の
住
宅
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
多
様
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
の
検
討 

　
夫
婦
の
出
生
力
低
下
の
要
因
と
し
て
、
共
働
き
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
労
と
子
育
て
が
両
立

し
に
く
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
夫
婦
２
人
が
と
も
に
子

育
て
に
参
加
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生

活
の
た
め
の
住
宅
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

⑥
個
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
資
す

る
住
宅
の
検
討

　
単
身
者
や
複
数
世
帯
の
共
同
居

住
な
ど
必
ず
し
も
血
縁
に
よ
ら
な

い
家
族
、
家
族
の
分
散
居
住
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
居
住
な
ど
、
家
族
は

個
人
を
取
り
巻
く
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
や
す
い
し
く

み
と
し
て
の
住
宅
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
と
も
な
い
、
住
ま
い
が

対
応
す
る
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
次
稿
で
は
、
実
験
集
合

住
宅
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
お
け
る
居
住
実
験
を
通
じ
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
た
内
容
を
報

告
し
た
い
。（

大
阪
ガ
ス
㈱ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

主
任
研
究
員
） 
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